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前書き
2021年 10月に最初の金融サービスにおけるオープンソースの状況レポート
を発表して以来、オープンソース採用の加速の波は、Fintech Open 
Source Foundation (FINOS) コミュニティと金融サービスセクター全体
に広がっています。オープンソース ソフトウェアの利用という意味での採用
だけでなく、オープン コラボレーションとオープン ガバナンスの採用は、
すべての業界を構成するものが目的を推進するための主要な「協調」モデ
ルとして採用されています。これと並行して、業界は長年にわたる相互運
用性とイノベーションの課題に対処する上で大きく前進しています。

過去 12 か月の間に、売る側と買う側、および商業銀行とリテール銀行の
20 以上の金融機関がオープンソース プログラム オフィス (OSPO)を設立
しました。これは、オープンソースのベストプラクティスへの成熟した企業
の関与の基本的な柱です。Log4Shell の発生後、金融サービス業界は、
潜在的に大規模な脆弱性に対処するために、他のどの業界よりも迅速かつ
効率的に対応し、OpenSSF などのグローバルな取り組みへの投資を増や
してソフトウェア サプライチェーンを保護するなど、正当な理由がありまし
た。

しかし、それは金融機関だけの問題ではありません。昨年は、Moov や
OpenBB、さらには a16z など、VC が支援する商用オープンソース フィン
テック スタートアップの台頭も見られ、オープンソースがディスラプトする
次の業界としてフィンテックを公然と取り上げています。世界中の規制当局
でさえ、オープンソースが金融サービスやその他の分野で果たす基本的な
役割を強く認識しており、コラボレーションに対してますますオープンにな
りつつあります。最後に、確立された業界コンソーシアムとSDO も、オー
プンソースが彼らの標準の真の採用を推進するための最も実行可能な選
択肢であることを認識しています。2022 年は、有機的で、成長し、持続
可能なオープン コミュニティのためのすべての構成要素が整った年であり、
イノベーションの車輪が私たちのエコシステムの中でますます速く回転して
います。

この事例証拠は、グローバルな金融サービスとフィンテック業界における

オープンソースの前年比成長を定量化する初めての機会である今年のレ
ポートについて、私をさらに興味深いものにしました。私は、コミットの数
と金融サービスが積極的に関与しているオープンソース リポジトリの数の
両方が大幅に増加していることを非常に嬉しく思います。機関がオープン
ソース プロジェクトに大幅に投資しており、価値の認識が高まり続けてい
ることが確認されました。これらは、一般的な金融サービス業界、特に
FINOSコミュニティ全体の作業とコミットメントを示す素晴らしい証拠で
あると私が考えるヘッドラインの一部にすぎません。

ここ数年、利害関係者がオープンソースに関与すべき理由と方法について、
業界を支持し、啓蒙してきました。私は、金融サービスにおけるオープンソー
スは定着していると誇らしげに自信を持って言うことができます。他のすべ
ての業界がデジタル変革を経験しているため、この業界に革命をもたらし
続けることは間違いありません。

最後に、私たちの調査パートナー、そしてさらに重要なことに、私たちの
素晴らしいFINOSとLinux Foundation の貢献者とメンバーに感謝して締
めくくりたいと思います。彼らの支援がなければ、私たちはこの業界にお
けるオープンソースの重要性と普及を目の当たりにすることはありません。
他の誰にとっても、私たちの前には大きな機会がありますので、まだこの
運動に参加していないのであれば、今こそ次世代の金融技術の創造に参加
し、貢献する時です。

Gabriele Columbro 
Executive Director.
Fintech Open Source Foundation (FINOS) 

https://www.finos.org/state-of-open-source-in-financial-services-2021
https://en.wikipedia.org/wiki/Log4Shell
https://finledger.com/articles/embedded-finance-infra-startup-moov-raises-27-million-in-a16z-led-series-a/
https://www.globenewswire.com/en/news-release/2022/03/29/2412195/0/en/OpenBB-Raises-8-5M-in-Seed-Round-Funding-Following-Open-Source-Project-Gamestonk-Terminal-s-Success.html
https://future.com/open-source-financial-services/
https://www.theregister.com/2021/10/29/china_encourages_foss_in_fintech/
https://www.isda.org/2022/09/08/isda-icma-and-isla-appoint-finos-for-cdm-repository/
https://www.isda.org/2022/09/08/isda-icma-and-isla-appoint-finos-for-cdm-repository/
https://www.isda.org/2022/09/08/isda-icma-and-isla-appoint-finos-for-cdm-repository/
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エグゼクティブ サマリー
昨年、私たちは最初の金融サービスにおけるオープンソースの状況調査レ
ポートを作成しました。このレポートは、業界におけるオープンソースの願
望、利用、貢献、およびリーダーシップを理解するためのベースラインを
設定しました。2 年目の今年は、これらの同じ要素について、昨年の変化
についてのさらなる洞察とともに報告します。さらに、個々の組織、急成
長するコミュニティ、および業界自体が直面する障壁と課題に焦点を当て
ます。ここでは、主な調査結果を抜粋して説明します。.

業界はより多くのコミットメントを行っている
業界の実際のコード コントリビューションの正確なスナップショットをキャ
プチャすることは困難ですが、レポートで説明されている理由から、2021
年と 2022 年の金融サービスからのコントリビューションを比較すると、大
幅な増加が見られます。今年、金融サービス コミッターを持つリポジトリ
は 41,277 であり、昨年の結果と比較して43% 増加しています。コミット
もわずかに低いレベルではあるが増加しています。リポジトリは、テスト 
フレームワーク、開発者ツール、ユーザーインターフェイス ツールキット、
インフラストラクチャ コードなど、本質的に非常に多様でした。私たちが
評価した金融サービス データセット内のコードの半分強がJavaで記述さ
れているのに対して、GitHubコーパス全体では 11%です。金融サービス
企業は数十年にわたってJava の熱心なユーザであり、この言語は長い間

「エンタープライズ」開発の事実上のユーザーと考えられてきました。

オープンソースの価値がより高く評価されていることを
示す兆候
報告書のデータによると、金融サービスのリーダー（ビジネスとテクノロジー
の両方）は、ほとんどのエンジニアが長い間知っていたオープンソースを

利用することのメリットをより完全に把握し、特に OSPO などがある場合
には、より多くの貢献を奨励するようになっています。回答者の半数以上
(54%) が、オープンソースに貢献することで、現在使用しているソフトウェ
アの品質が向上したと回答しており、組織がオープンソースに貢献すべき
主な理由として、品質の向上、職場の改善、セキュリティの強化、道徳的
義務の履行が挙げられています。オープンソースへの積極的な参加は、IT
人材の採用と維持における重要な要素としても挙げられています。

利用が大きな注目を集めている
調査結果は、オープンソースに対する全体的な肯定的な感情を示しており、
回答者の56%が、組織がオープンソース利用から得る価値が昨年増加し
たと報告しています。回答者の合計 48% は、オープンソース利用を公然
と奨励している組織でも働いており、これは昨年よりも大幅に改善してい
ます (+21%)。しかし、この前向きな傾向には課題がないわけではありま
せん。セキュリティは、どのコンポーネントを使用するか、いつ更新するか、
ライセンス義務を管理する方法などに関する意思決定と同様に、明確で常
に存在する問題です。また、オープンソース利用ポリシーの有効性を高め
るためには、ツール、教育、ガイドラインなどとより適切に結合する必要
があることも明らかです。調査の回答者は、全体的な「バリュー プロポジショ
ン」と「リーダーシップ」に焦点を当てる必要性よりも、法務、コンプラ
イアンス、セキュリティ、ツールなどの運用上の問題への投資の必要性を
高く評価しています。

https://github.com/todogroup/ospodefinition.org
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貢献にはもっと注意を払う必要がある
このレポートは、オープンソース コントリビューションのストーリーは肯定
的であるが、利用よりも大きな課題が残っていることを示しています。課
題があるにもかかわらず、回答者の38%がオープンソース コントリビュー
ションに費やす時間が長いと報告しており、回答者の 64%が自分の組織
は少なくとも1つのオープンソース プロジェクトを維持しており、3 分の1
は3～10のプロジェクトを維持していると述べています。また、オープンソー
ス ポリシーにも前向きな変化があり、特定の状況下で許可されるコントリ
ビューションは75% 増加 (2022年の35%に対して2021年には 20%)し、
コントリビューションを許可しない企業の割合は 70% 減少 (2020 年の
20% に対して 2022 年には 6%)しています。インナーソース プロジェクト
への貢献は依然として高く、回答者がインナーソース プロジェクトに貢献
する時間は、サードパーティ プロジェクトや自身の組織がオープンソース
化しているプロジェクトに貢献する時間のほぼ 2 倍です。

リーダーシップは必須であり、挑戦的であり、微妙な
差異がある
金融サービスのオープンソース リーダーは、ポリシー、プロセス、ツール
に関する作業に加えて、サイロ化された職場、文化の違い、「ビジネス」
と技術の間の潜在的な不整合にも対処しなければなりません。調査結果
によると、OSPOまたは目に見えるオープンソースリーダーを持つ企業は、
持たない企業と比較して、これらの問題に対処する能力が高く、利用 (62%
対 29%)と貢献 (41% 対 14%)の両方を公然と奨励する可能性がはるかに
高く、組織のオープンソースへの関与に対する従業員の認識に大きなプラ
スの影響を与えます。しかし、リーダーシップには微妙な違いがあり、私
たちの分析では、エグゼクティブのサポートは重要であるが、草の根の取
り組みも重要であることが示唆されています。

全体として、この報告書の調査結果は、利用は依然として厳しいものの、
貢献はさらに厳しいことを明らかにしている。同時に、障壁を克服する意
欲が高まり、業界のオープンソース リーダーの数が増加しています。
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はじめに
オープンソース ソフトウェアはさまざまな業界に広く普及しており、金融
サービスも例外ではありません。組織は日々の運用に不可欠なオープンソー
ス テクノロジーの実装に積極的に取り組んでいますが、オープンソース ス
トラテジー自体は、競争優位性を実現するための有効な手段としてはあま
り注目されていません。同時に、オープンソースを競合上の関連性がない
ものとして却下する企業は、不利益を被ることになります。オープンソース
が金融サービス組織にもたらす契機には、ITインフラストラクチャの
TCO( 総所有コスト)の削減、デジタル アプリケーションの市場投入まで
の時間を短縮、人材の採用と維持に関する競争力の維持などがあります。

オープンソースが生み出すさまざまなメリットにもかかわらず、金融サービ
ス企業は、この分野へのより多くの参加を妨げる独自の障壁に直面してい
ます。医療や公共セクターと同様に、金融サービス組織は、正当な理由に
より、厳しい規制の枠組みに縛られています。規制に従わない場合のコス
トは、懲罰的な罰金や企業の評判の低下という形で発生します。そのため、
イノベーションの管理に関しては、慎重なアプローチが一般的です。オー
プンソースへの貢献に関する内部ポリシーは、最悪の場合にはまったく法
外なものから、良くても制限的なものまで、さまざまです。

The Fintech Open Source Foundation(FINOS) は、オープンソース コラ
ボレーションのメリットを実現しながら、規制上の要請に対応するための
ガイダンスを提供することを目的としています。さらに、FINOS は、持続
可能なイノベーションへの道を切り開き、共通の課題や課題を解決するた

めに協力して多くのメリットを享受しているネットワーク化された競合他社
コミュニティ間のコラボレーションを加速することを目指しています。

FINOS は 64 を超えるメンバー組織で構成されており、クラウド サービス、
金融デスクトップ アプリケーションなど、金融サービス分野に特有のオー
プンソース ソフトウェア、オープン スタンダード、およびデータ技術の革
新に共同で取り組んでいます。

FINOS は Linux Foundation Researchと協力して、銀行、資産運用会社、
ヘッジファンドなどの金融サービス組織におけるオープンソースの利用を
理解するための新たな調査を開始しました。GitHub、Red Hat、Scott 
Logicと協力して、この新たな実証的調査は、すべての金融サービス組織
がオープンソース戦略を伝えるためにアクセスできる業界全体のリソースを
作成することを目的として開始され、2021年に発表された最初の調査と
比較して方向性のある傾向を示しています。.

このレポートでは、金融サービス業界におけるオープンソースの消費、貢献、
リーダーシップ、およびガバナンスの現在の状況を調査および比較し、業
界が短期間にどのように変化したかに焦点を当てています。このレポート
は、業界全体の主要組織の対象分野の専門家からの洞察をもとに、オー
プンソースによって生み出される戦略的な機会と組織的なメリット、およ
び業界固有の課題を明らかにしています。
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オープンソース金融サービス活動の範囲
このセクションでは、公開されているGitHub データを通じて、金融サー
ビス組織のオープンソース活動を調査します。このレポートの他の部分で
強調しているように、ポリシーや制限によって、開発者は GitHubとやり取
りするときに個人アカウントを使用することが多いため、オープンソースの
やり取りの全容を把握することは困難です。しかし、これらの課題にもか
かわらず、利用可能なデータから興味深いパターンが観察されます。

GitHub は、このセクションの分析を、FINOSが提供する 400 以上の最
大の金融サービス機関 (収益および /または運用資産別 )の電子メール ド
メインと、このグループがオープンソースに積極的または関心を持っている
ことがわかっている金融サービス機関のリストを使用して提供しました。
データには、FINOSが提供するリストの電子メール ドメインと一致するプ
ライマリ電子メールを持つ公開リポジトリにコミットしたGitHubユーザー、
またはユーザーが同じリストのドメインを持つ請求電子メールを持つ組織
のメンバーである場合のデータが含まれています。

今年は、表 1 に示すように、金融サービス コミッターを持つリポジトリが
36,107あり、これは昨年の結果と比較して43%増加しています。このレポー
トの他の部分では、コントリビューションポリシーがより有利な立場に移
行していることを強調しています。2022 年にはコントリビューションが許
可されることが多く(35%対 20%)、GitHub内で観察されたアクティビティ
の増加は、この前向きなポリシー変更を反映している可能性が高いようで
す。GitHub 内でやり取りされる金融サービス担当者の総数も、同様であ
るが、より控えめに増加しています。

FINOS の目標は、金融サービス業界内のコラボレーションを促進すること
です。これを念頭に置いて、1つのリポジトリで複数の金融機関がどれだ
け頻繁にアクティブになっているかを見るのは興味深いことです。昨年、
データセット内のほとんどのプロジェクトには、単一の金融サービス機関
からのコントリビューターしかいないことがわかりました。昨年の24 件と
比較して、今年はこの数字が 41件に増加し、複数の金融機関からのコミッ
ターがいます。 

表 1
金融サービスの電子メール ドメインを持つGitHubリポジトリ

年
一意のリポジトリ

合計コミット数
FinServコミットのある年
固有のFinServユーザー FinServユーザー

2022 36,107 8,552 535,974

 20211 25,280 6,857 429,258
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個人レベルでのコラボレーションを見ると、データセットには 357のオー
プンソース リポジトリがあり、2 人以上の金融サービス コミッター ( 同じ
金融サービス機関から来ている可能性があります )がいます。このデータ
セットで最もアクティブなリポジトリには、次のものがあります。

•	 jpmorganchase/uitk ユーザー インターフェース (UI) コンポーネントと
柔軟なテーマ設定システムのスイートを提供するJPモルガンのプロジェ
クト。

•	 finos/kdb-studio-FINOSがホストするプロジェクトで、KDBデータベー
スを操作するための対話型環境を提供する。

•	 todogroup/governance-OS POを通じてオープンソースのベストプラク
ティスを推進するLinux Foundation の組織であるTODO Group のガ
バナンスに関連するプロジェクト。

•	 man-group/arctica 時系列データとティック データ用の高性能データ
ストアを提供するMan Groupがホストするプロジェクト。

•	 finos/morphir-jvm:FINOS/ を使用してMorphir IR を操作するための
ツールを提供するFINOSがホストするプロジェクト。

•	 manulife-ets/dvna Damn Vulnerable NodeJS Application(DVNA)、
OWASP Top 10 Vulnerabilities を実証し、テストとセキュリティ研究を
支援するNodeJSアプリケーション。

上記は本質的に非常に多様であり、テスト フレームワーク、開発者ツール、
UIツールキット、インフラストラクチャ コードです。特に、最もアクティ
ブなプロジェクトの中には、FINOSがホストするプロジェクトがいくつかあ
ります。データセットは調査結果とも一致しており、回答者は、組織が主
に Webアプリ開発、クラウドおよびコンテナ化技術、AI/ML、および CI/
CD に関連するプロジェクトに貢献していると報告しています。

金融サービス コミッターとのプロジェクト

すべての GitHub プロジェクト

10%5% 20% 40%30% 50%

10% 20% 40%30% 50% 55%

Java

Go

JavaScript

Python

OCaml

C++

C#

TypeScript

Kotlin

C

Scala

Shell

Elm

出典出展:GITHUB, 2022年 10月

図 1
金融サービスで最も広く使用されている言語の比較
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これら357のプロジェクトでは、GitHub API を使用して追加のメタデー
タをダウンロードし、金融サービスの従業員が貢献するプロジェクトの
プロファイルを作成できるようにしました。

GitHub API は、オープンソース プロジェクトの開発に使用されたプログ
ラミング言語に関する詳細な統計を提供し、個々の言語のコード行数を
提供します。データセット全体でこれを合計することで、金融サービス
の従業員がコミットしているプロジェクト内で最も一般的な言語を確認
できます (これは、これらの従業員が使用している言語を示している可
能性があります )。また、これをGitHubコーパス全体の公開データと
比較することもできます。

図 1 は、金融サービスデータセット内のコードの 51%がJAVAで記述され
ていることを示しています (これに対して、GITHUBコーパス全体では
11%)。金融サービス企業は数十年にわたってJAVAの熱心なユーザーであ

り、この言語は長い間「エンタープライズ」開発の事実上の言語と考えら
れてきました。次に多い言語は GOであり、これは金融サービスと関連し
ていないことが多いため、驚くべき結果です。

GitHub には、リポジトリにトピックを追加するためのメカニズムがあり、
これはフリーテキスト入力です ( 必要に応じてユーザーを既存のトピック
に誘導します )。データセット全体で最も人気のあるトピックを決定する
ために、357のプロジェクトのトピックを組み合わせました。

最も人気のあるトピックは、最新のJavaアプリケーション開発フレーム
ワークであるSpring Boot に関連するspring-boot です。次に人気の
あるトピックは、JavaScript、Python、WebAssembly など、すべて
言語関連のトピックでした。

図 2
金融サービスの GitHub
リポジトリに追加された
最も人気のあるトピック
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調査およびインタビューの結果

バリュー プロポジション
オープンソース ソフトウェアには、アジリティの向上や革新的な技術的能
力など、いくつかのメリットがあります。調査結果とグローバル金融機関
の個人への個人的なインタビューを通じて、私たちは回答者がオープンソー
スを活用する動機と、それが安全でコンプライアンスを維持しながら、彼
らの技術だけでなく、人 と々生産性にどのように影響するかを調査します。
さらに、私たちはオープンソースの行程における強いをレビューします。

動 機 付け
金融機関は、ビジネスのフロントエンドとバックエンドの両方のデジタル
変換をサポートするために、テクノロジー機能を迅速に近代化する必要が
あります。企業は、デジタル変換戦略に関連するビジネス クリティカルな
作業のために、オープンソース テクノロジーにますます目を向けるように
なっています。オープンソース ソフトウェアには、コスト削減、機敏性の
向上、革新的な技術的能力など、いくつかのメリットがあります。

U.S.Bankの Gil Yehuda 氏は次のように述べています。「オープンソースは
組織にとって戦略的なものでした。」2 また、「一般的に、一部の金融サービ
ス組織は、テクノロジーをビジネスの成長のための戦略的な要素ではなく、
購入するものと見なしていました。現在では、テクノロジーに関する決定は、
より多くの企業にとってビジネスにとって戦略的なものとなっています。」

しかし、より広い意味では、このことは、金融サービスのリーダーたちがオー
プンソースを利用することのメリットを理解し始めていることを示していま
す。特に、オープンソースが組織を差別化するものではなく、明らかな競
争優位性を提供するものでもない場合には。プロプライエタリなソフト

ウェアとは異なり、オープンソース技術はカスタマイズ可能でスケーラブル
であり、ビジネスのニーズに合わせて調整および変更できます。安全なオー
プンソース パッケージが多種多様に存在する場合、プロジェクトをゼロか
ら開始する必要はありません。

あるOSPOリーダーの言葉を借りれば、「私たちはコンテナ オーケストレー
ション システムを作ることで、市場で差別化するつもりはありません。」3 し
かし、多くの機関は、コンテナのデプロイメント、ネットワーキング、スケー
リング、および管理を自動化するために、コンテナ オーケストレーション 
ツールを必要としています。オープンソースは、コラボレーションを通じて
すべての人が使用および変更できるように、すでにオープンで共有されて
いる場合に、タイム トゥ バリューを短縮します。

内部プロジェクトのためのオープンソース ソフトウェアの消費のバランスを
取るには、アップストリーム プロジェクトやコミュニティに関与することで
オープンソースに貢献することが含まれます。オープンソース ソフトウェア
への貢献は、企業がビジネスの基盤技術が安全であることを理解するの
に役立ちます。貢献のもう1つのメリットは、公開されているメンテナン
ス バージョンに依存することで技術的な負債を削減できることです。

ほとんどの組織が直面する課題は、技術的なものだけではありません。
問題は、チームがどのように共同で、あるいは単独で運営されているかに
あります。コラボレーションの構築は、オープンソース ソフトウェアとその
原則を活用するという組織の選択に関連して、イノベーションがどのように
発生するかを整理する上で重要なステップです。これは、孤立した組織で
は課題となる可能性があります。
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組 織と文化
マーケットの要求は、組織にいくつかの本当に基本的な概念の再考を促し、
場合によっては、それらの運用方法の再考を促しています。オープン性は、
あらゆる規模のグループやチームが共通の目標を達成するために協力する
方法の中心となりつつあります。図 3 は、回答者の半数以上 (54%)が、オー
プンソースに貢献することで、現在使用しているソフトウェアの品質が向上
したと報告していることを示しています。

テクノロジーだけでは、一連の課題に十分に対処することはできません。
異なるツールで同じことを行うことは、変化のための効果的な戦略ではあ
りません。別のアプローチでは、プラットフォーム内に人材とプラクティス
を組み込んでいます。

オープンソースに積極的に参加することで、組織は才能のサポートに投資
していることを実証します。組織はまた、プロジェクトのコミュニティで採
用候補者と交流し、候補者が他の人とどのように関わっているかをプレ
ビューすることができ、採用プロセスへの適合性を高め、才能の維持を支
援することができます。

オープンソースの取り組みが、企業が IT人材を採用し、維持する方法にど
のように適合するかという質問に対して、あるグローバルなテクニカル アー
キテクトは次のように述べています。「人材の採用は私たちにとって非常に
大きなものです。私たちは貢献のためだけでなく、人材獲得のためにも、
多くのプロジェクトに私たちのAPIを意図的に公開しています。」4 別の上級
技術者も同様の見解を示しています。「オープンソース コミュニティの一員

働働ききややすすいい職職場場

セセキキュュリリテティィのの向向
上上

道道義義的的義義務務のの履履行行

2%

2%

11%
2%

32% 54%

1%
16%1% 33% 49%

17%
4%

29% 48%

4% 23%3% 32% 37%

強強くく反反対対 やややや反反対対 どどちちららででももなないい やややや同同意意 強強くく同同意意

現現在在使使用用ししてていいるるオオーーププンン
ソソーースス  ソソフフトトウウェェアアのの

全全体体的的なな品品質質のの向向上上

オオーーププンンソソーーススにに貢貢献献すすべべきき理理由由

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q26, SAMPLE SIZE = 188-193, DKNS EXCLUDED 

図 3
オープンソースに貢献する組織的な理由
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であることは雇用にとって特に重要です。私たちはスタッフがそのコミュニ
ティに参加することを望んでいます。雇用と定着に不可欠な要素となって
いることはよく理解されています。」5

図 4 では、回答者は、OSS への時間の貢献を検討する際に、次の要因が
どの程度影響しているかを明らかにしています。大多数 (63%)は、学習と
自己啓発の重要性を認識している。半数 (50%)は、仲間と協力すること
が貢献するかどうかに影響し、次いで、楽しみと楽しみ (47%)、キャリア
機会の改善 (45%)であると述べている。

有能な人材を採用し、保持することは、オープンソースへの社員の貢献の

メリットを評価するように求められたときに、多くのインタビュー対象者に
よって示されたメリットです。あるエンジニアは次のように述べています。

「適切な人材を保持できなければ、大きなデジタルプレーヤーになるとい
う私たちの野心は満たされません。本当に優れたエンジニアの多くには、
彼ら自身の報酬と評価のためにオープンソースに貢献したいという願望が
ありますが、その見返りの気持ちもあります。」6

通常、オープンソース プロジェクト コミュニティで活動している組織は、
開発者、エンジニア、アーキテクトなど、会社のテクノロジ スタックのユー
ザーまたは消費者が組織の成功の利害関係者であることを認識していま

学学習習とと自自己己啓啓発発

仲仲間間ややココミミュュニニテティィとと
一一緒緒にに仕仕事事ををすするるののがが好好きき

喜喜びびやや楽楽ししささのの提提供供

キキャャリリアア機機会会のの向向上上

テテククノノロロジジーーののニニーーズズがが
他他でではは満満たたさされれてていいなないい

オオーーププンンソソーーススへへのの責責任任

強強くく反反対対  やややや反反対対 どどちちららででももなないい やややや同同意意 強強くく同同意意

63%28%6%

50%33%16%1%

1%

47%41%11%1%

45%38%12%3%
2%

39%41%17%
2%

2%

36%41%19%1%
3%

OOSSSSププロロジジェェククトトにに個個人人的的なな時時間間をを提提供供すするるかかどどううかかをを検検討討すするる際際にに、、次次のの要要因因ははどどのの程程度度影影響響ししまますすかか??

2%

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q34, SAMPLE SIZE = 133-135, DKNS EXCLUDED 

図 4
オープンソースへの貢献に影響を与える要因
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す。 これらの利害関係者を維持し、彼らのスキルを向上させることは、今
日の市場で競争力を維持するための重要な機会です。

あなたの組織を考える上で、これまでに見られなかった革新的で、積極的
で、成果を上げている組織はいくつありますか？

セキュリティ
金融機関は、リスクのないオープンソースの革新的なメリットを求めていま
す。つまり、信頼性、サポート、セキュリティ、およびより予測可能なリリー
スサイクルが約束されていることです。金融サービスのリーダーにとっての
課題は、開発者を妨害したり、組織を危険にさらしたりしない方法で、オー

プンソースのすべての革新的な可能性を最大限に活用することです。ただ
し、下の図 5 に示すように、調査回答者の77%が、オープンソース ソフ
トウェアに貢献することで、作業中のプロジェクトのセキュリティが向上す
ると報告しています(48%が強く同意し、29%がある程度同意しています)。

規制、コンプライアンス、およびセキュリティ上の理由から、特定のオー
プンソース コミュニティは 標準的なツール、ポリシー、およびプロセスを
使用して内部インフラストラクチャを作成することにより、今日多くの機関
で実施されている近代化と変革のためのアドホックなアプローチと比較し
て、消費と貢献が容易になり、安全になり、コンプライアンスが向上します。

働働ききややすすいい職職場場

セセキキュュリリテティィのの向向
上上

道道義義的的義義務務のの履履行行

2%

2%

11%
2%

32% 54%

1%
16%1% 33% 49%

17%
4%

29% 48%

4% 23%3% 32% 37%

強強くく反反対対 やややや反反対対 どどちちららででももなないい やややや同同意意 強強くく同同意意

現現在在使使用用ししてていいるるオオーーププンン
ソソーースス  ソソフフトトウウェェアアのの

全全体体的的なな品品質質のの向向上上

オオーーププンンソソーーススにに貢貢献献すすべべきき理理由由

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q26, SAMPLE SIZE = 188-193, DKNS EXCLUDED 

図 5
オープンソースに貢献する組織的な理由
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目標 /契 機
オープンな方法でコードをライセンスし、業界の仲間と協力してコードを
構築することによって、同じ目標に向かって作業する人々のコミュニティが
存在します。彼らは、壁の後ろで個々のプロジェクトや独自のプロジェク
トに取り組むのではなく、より良いソリューションを構築するために協力し
ています。作業はすべての人にとって透明でアクセス可能であるため、誰
もが同じ参照ポイントを共有し、プロジェクトの成功を共有します。

私たちは、目的を持って行動し、より迅速に価値を生み出す、よりアジャ
イルで革新的で協力的なチームを作ることを目的とした組織的アプローチ
について議論しました。1つのサイズがすべてに適合するわけではありま
せん。組織によっては、インナーソース開発モデルなどの異なる技術が必
要です。

インナーソースは、オープンソース ソフトウェア開発のベストプラクティス
と、組織内のオープンソースのような文化の確立を利用して、非オープンソー
スやプロプライエタリなソフトウェアを開発します。あるインタビュアーが
説明するように、「私たちはインナーソースプログラムを立ち上げたばかり
で、インナーソースとしていくつかのプロジェクトを準備しており、Jira の
取り込みを通じてプロセスを作成しました。」7

インナーソース、オープンソース、およびリーダーシップの間の関係は意味
のあるものです。図 6 が示すように、回答者の 61% は、組織内の目に見
えるOSPOリーダーによってインナーソースの目標が改善されたと共有して
います。

組織がオープンソース ツールとともにオープンな運用原則を採用するにつ
れて、それらの目標が調整された正式な企業戦略またはロードマップに概
説されていることを確認することが重要です。

オオーーププンンソソーースス  ソソフフトト
ウウェェアアのの使使用用  ((消消費費))

オオーーププンンソソーースス標標準準
のの使使用用

組組織織内内でで開開発発さされれたた
ココーードドのの内内部部再再利利用用
（（イインンナナーーソソーースス））

同同業業他他社社ととのの
ココララボボレレーーシショョンン

ササーードドパパーーテティィのの
オオーーププンンソソーースス  ソソフフトト

ウウェェアア//標標準準へへのの貢貢献献

社社内内でで開開発発さされれたた
ププロロジジェェククトトへへのの貢貢献献とと

オオーーププンンソソーースス化化

ななしし

TToottaall OOSSPPOO//ビビジジブブルル  リリーーダダーー OOSSPPOO//ビビジジブブルル  リリーーダダーー以以外外

61%

58%

63%

60%

62%

57%

56%

61%

49%

50%

46%

54%

42%

50%

32%

38%

44%

31%

3%

0%

7%

次次ののううちち、、仕仕事事のの生生産産性性をを向向上上ささせせるるももののははどどれれでですすかか？？((該該当当すするるもも
ののををすすべべてて選選択択ししててくくだだささいい))    ※※OOSSPPOO//ビビジジブブルル  リリーーダダーーととそそれれ以以外外

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q36,  
SAMPLE SIZE = 196, VALID CASES = 196, TOTAL MENTIONS = 6

図 6
オープンソースが生産性を向上させる仕組み
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OOSSSSへへのの私私のの組組織織のの貢貢献献はは、、価価値値提提案案にに関関すするる組組織織全全体体のの教教育育にに投投資資ままたたはは努努力力をを集集中中
ささせせるるとと、、増増加加すするるとと思思うう。。

43%36%15%3%3%

強強くく反反対対 やややや反反対対 どどちちららででももなないい やややや同同意意 強強くく同同意意

図 7 が示すように、今年の調査では、回答者の 43%が強く同意しており、
36% は、オープンソースが組織に対して保持する価値提案に焦点を当てる
と、オープンソースに対する組織の貢献が増加することに多少同意してい
ます。

組織的利用
このセクションでは、組織内でのオープンソースの利用に焦点を当てます。
これは、組織のデジタル製品またはサービスの作成と運用におけるオープ
ンソース コード、コンポーネント、およびツールの使用または組み込みを
意味します。ここでは、次のことがわかります。

•	 回答者の合計 48%は、オープンソースの利用を公然と奨励している組
織で働いており、これは昨年に比べて大幅な改善 (+21%)。下の図 8 を
参照。

•	 オープンソース利用ポリシーが効果的であるためには、ツール、教育、
ガイドラインなどと連携する必要がある。

•	 組織は、使用するオープンソースコンポーネントの品質に驚くほどの自
信を持っている。

•	 オープンソースはさまざまな目的で広く使用されているが、最大規模の
組織では、AI/ML およびデータと分析での使用が最も顕著。

•	 オープンソース利用の増加にはさまざまな動機がある。これは、OSPO
とオープンソース リーダーが同等の幅でリーダーシップを発揮する必要
があることを示唆している。

オープンソース利用に関する組 織の方 針
ソフトウェア業界は一般的にオープンソースを採用しており、オープンソー
スが支配的な勢力となっていることを示す複数のレポート 8 があります。
Linux からの最近の Foundation Research は、オープンソース ソフトウェ
アが現在のソフトウェア ソリューションの70 ～ 90% を占めていると推定
しています。このレポートのあるインタビュー対象者の言葉を借りれば、

「オープンソースに依存しないコードを見つけるのは難しいでしょう。」9

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q28, SAMPLE SIZE = 191, DKNS EXCLUDED 

図 7
OSSへの貢献を増加させる影響因子としての教育
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特に、パブリック クラウド ベンダーが提供するインフラストラクチャの多
くは、それ自体がオープンソースであるため、パブリック クラウドを使用
することによって、私たちは間接的にオープンソースコードを利用していま
す。

「クラウド サービス プロバイダーやベンダーに、ロードバランサーや
データストア、仮想マシンなどを提供してもらう場合、彼らはオープ
ンソース ソフトウェアを使用しているので、私たちも同じようにオー
プンソース ソフトウェアを使用することになります。」10

オープンソースが広く利用されるようになったことは、ソフトウェア業界に
とってプラスな結果です。ソフトウェア業界では、コミュニティと企業の両
方が、共有された価値の共同作成からメリットを得ることができます。し
かし、課題がないわけではありません。セキュリティは、どのコンポーネ
ントを使用するか、いつ更新するか、ライセンス義務を管理する方法など
に関する意思決定と同様に、明確で常に存在する問題です。

これらの課題に取り組むための最初のステップは、オープンソース ソフト
ウェアとコンポーネントの利用に関する明確で効果的なポリシーを持つこ
とです。私たちは組織の利用ポリシーを調査し、その結果を図 8 に示しま
した。

上の図に示されているように、今年の調査では、回答者の 48%がオープ
ンソースの利用を公然と奨励している組織で働いていることが示されてお
り、これは昨年の結果 (27%)と比較して大幅に増加しています。これは、
他の業界と比較してオープンソースの採用が遅れている金融サービスに
とって非常にプラスな結果です。ただし、まだ改善の余地があります。複
数の業界にまたがる最近の調査では、回答者の57%がオープンソースの
利用を公然と奨励している組織で働いていることがわかりました。11

利利用用はは普普通通にに
推推奨奨さされれてていいるる

利利用用制制限限さされれたた
条条件件下下でで

許許可可さされれてていいるる

利利用用はは
認認めめらられれなないい

明明確確なな方方針針ががなないい

2022 2021

48%

27%

41%

47%

3%

17%

8%

9%

オオーーププンンソソーーススのの利利用用にに関関すするる現現在在のの組組織織ののポポリリシシーーにに最最もも近近いい
スステテーートトメメンントトははどどれれでですすかか？？((11つつ選選択択ししててくくだだささいい))

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q12, SAMPLE SIZE = 210
2021 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q21, SAMPLE SIZE = 111

図 8
回答者の組織におけるオープンソース消費の許容範囲の比較 



18金融サービスにおけるオープンソースの状況 - 2022

したがって、利用量が増加し、オープンソースから得られる価値も増加し
ている可能性があります。図 9 は、私たちの調査がこの全体的な肯定的
な感情を反映していることを示しています。この調査では、56%が、組織
がオープンソースから得る価値が今年増加したと報告しています。

「オープンソースの価値は、その偏在性のために明白です。困難なの
は、貢献の価値を表現することです。」- グローバル銀行のエグゼク
ティブ ディレクター

政 策の実行 
オープンソースの利用は複雑なプロセスです。文書化されたポリシーは、
いかに適切に形成されていても、単に十分ではありません。他のあらゆる
活動や成果物がそれをサポートする必要があります。私たちの調査では、
組織がオープンソースのポリシーをどのように実践に移しているかを尋ねま
した。図 10 はその結果を示しています。

ツール、教育、正式なプロセス、ガイドラインにわたって、さまざまな対
応が見られます。これらのアクティビティとアーティファクトはすべて重要
な役割を果たします。NatWest の Bank APIs Technology の責任者であ

るJonathan Haggarty 氏によると、依存関係の幅は非常に大きく、自動
化とエコシステム全体にわたる「グループ思考」なしにこれを管理する方法
はありません。ソリューションはソフトウェア開発ライフサイクルの一部で
なければならず、組み込まれていなければなりません。手動による介入に
依存するものはすべて失敗する運命にあります。」12

オープンソースには大きな価値があり、ポリシーとツールは組織がロック
を解除するのに役立ちますが、リスクがないわけではありません。最近、
重要なオープンソース コンポーネント (Log4Shell など )に関連して注目を
集めているセキュリティ インシデントが数多く発生しており、これらの課
題に対処するためのイニシアティブも同様に注目を集めています。また、
ソフトウェア サプライチェーン全体でソフトウェア部品表 (SBOM)などの
標準を使用することへの関心も高まっており、両方ともますます複雑になっ
ていることが認識されています。ソフトウェア サプライチェーンは、最近
のホワイトハウスのブリーフィングのトピックであり、国のサイバーセキュリ
ティを保護する上で重要な役割を果たしていることが強調されています。
明示的には言及されていませんが、言及されている「サプライチェーン」に
は、多くのオープンソースコードが含まれていることは間違いありません。

56%32%2% 10%

過過去去11年年間間ににわわたたりり、、ああななたたのの組組織織ががオオーーププンンソソーーススのの消消費費かからら得得たた価価値値はは？？((11つつ選選択択ししててくくだだささいい))

知知ららなないいままたたはは不不明明増増ええたた変変わわららなないい減減っったた

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q16, SAMPLE SIZE = 210

図 9
過去1年間に組織がオープンソースから得た価値の変化についての認識の比較
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信 頼 性のある利用
図 11 は、回答者が利用するオープンソース コンポーネントに対して持って
いる信頼性のレベルを示しています。私たちは、組織全体の 69%が、利用
するコンポーネントが維持され、最新であることに (非常にまたはある程度 )
確信していることがわかりました。これは、昨年の結果 (非常に確信してい
たのはわずか19%であったのに対し、今年は 33%)と比較して、信頼性の
レベルが向上しています。

この信頼性の高さと向上は、特に最近の出来事を考えると、非常に驚くべ
きことです。この質問に対する回答が技術的役割と非技術的役割の間でど
のように異なるかを調べたところ、図 11に示すように、技術的役割の
28%が非常に信頼している (使用するコンポーネントが最新で維持されて
いること)のに対して、非技術的役割では 38%が信頼していることがわか

りました。この調査結果は、Sonatype が最近発表した、ポジティブなバ
イアスを明らかにしたレポートと同じです。さらに、Sonatype の調査では、
一部の人が信頼しているオープンソース コンポーネントに既知の脆弱性が
あることが明らかになり、これは信頼の過剰発現であることが実証されま
した。

「調査中に収集された人口統計データを活用して、結果を役職別に分
類しました。調査結果は明らかでした。より良い観点から物事を見る
傾向があり、マネージャは他のロールによって報告されるものと比較
して、より高い成熟度を報告します。調査全体では、ITマネージャと
情報セキュリティロールで作業している人を比較すると、この不一致
は統計的に有意です。」13 

調査の回答者が示した信頼に反して、私たちが実施したインタビューでは、

ツツーールル（（ラライイセセンンスス  チチェェッッカカーー、、
セセキキュュリリテティィ  ススキキャャンンななどど))

 研研修修・・教教育育

他他のの選選択択肢肢をを検検討討すするる前前ににオオーーププ
ンンソソーーススをを評評価価すするる

ママニニュュアアルル、、ガガイイドドラライインン、、
チチェェッッククリリスストト

正正式式ななレレビビュューーままたたはは文文書書化化ププロロセセスス 

専専門門的的ななササーードドパパーーテティィととのの連連携携

 上上記記ののいいずずれれででももなないい

52%

45%

42%

40%

38%

36%

7%

ああななたたのの組組織織ははオオーーププンンソソーーススポポリリシシーーををどどののよよううにに実実践践ししてていいまますすかか？？((該該当当すするるももののををすすべべてて選選択択ししててくくだだささいい))

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY,  
Q13, SAMPLE SIZE = 210, VALID CASES = 210, TOTAL MENTIONS = 547

図 10
組織がオープンソース ポリシーを実践に移す方法



20金融サービスにおけるオープンソースの状況 - 2022

はるかに慎重な回答が得られました。セキュリティに対する意識は高まっ
ています。その結果、OpenSSF などの組織はメンバー数を増やし、これ
らの課題に取り組むための具体的な計画を作成しています。NatWest の
Haggarty 氏は、「Log4j は大きな変化をもたらすだろう。人々は、これが
何を意味するのかを考え直し、自信を失い始めている」と述べています。14

彼らのコメント

セキュリティに関する金融サービスのリーダー
「20 年前とは異なり、サイバーセキュリティとサプライチェーンが今では
最優先課題となっている。特に規制対象企業として、われわれは安全を
確保する必要がある。」15

「私たちは、オープンソースの利用に対して厳しいインバウンド コントロー
ルを持っています。また、私たちは、大規模な遺産を持つ組織にとって
不可欠な、生産中のソフトウェアのコントロールにも焦点を当てていま
す。」16

「私たちは OpenSSFへの関与を増やし、会議に出席し、そのプロジェ
クトのガイドを支援してきました。それは世界にとってより良いことであ
り、より大きな利益のためです。」17

「Log4Jの最初の数時間の間に、大手企業の誰かがこの脆弱性を報告し
てきました。基本的には、修正されたら知らせてくださいと言っていまし
た。単に『修正されたら教えてください』と言うのではなく、『この件に
ついてどうすればいいですか?』と尋ねることができたと思いたいので
す。」18

非非常常にに自自信信ががああるる

やややや自自信信ががああるる

ああままりり自自信信ががなないい

ままっったたくく自自信信ががなないい

わわかかららなないい
ままたたはは確確かかででなないい

合合計計
技技術術系系
非非技技術術系系

33%

28%

38%

36%
38%

35%

20%
24%

15%

7%
9%

4%

5%

1%

8%

ああななたたがが使使用用ししてていいるるオオーーププンンソソーースス  ココンンポポーーネネンントトがが維維持持さされれ、、
最最新新ででああるるここととににどどのの程程度度自自信信ががあありりまますすかか？？  ((11つつ選選択択ししててくくだだささいい))
※※ 技技術術系系ままたたはは非非技技術術系系職職種種でで区区分分

オープンソースはどこで使われているのか？
オープンソースの利用は大規模に発生しています。RBC Capital Markets のマ
ネージングディレクタであるElspeth Minty 氏によると、「オープンソースはシス
テムの約 90%で何らかの形で使用されています。コンパイラーやランタイム、
ビルド、デプロイに関するツールを含めると、100%です。」19 私たちが話をした
別のリーダーは、約 35,000 の異なるオープンソース コンポーネントと、それら
のコンポーネントの128,000バージョンを検出しました。

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY,  
Q14 X Q9, SAMPLE SIZE = 210

図 11
使用するオープンソース コンポーネントに対する組織の信頼
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この調査では、オープンソースがどこで使用されているかを調査し、その
結果を図 12 に示します。回答者の半数以上が、組織がクラウド/コンテ
ナ化、Webアプリケーション開発、CI/CDとDevOps、AI/ML、およびデー
タと分析にオープンソース ソフトウェアを使用していることを認識していま
す。しかし、これは単にこれらの特定の分野で発生しているイノベーショ
ンを反映したものであり、組織全体の可視性が向上している可能性があり
ます。

また、大規模な組織 ( 従業員数 1 万人以上 )では、オープンソースの利用
範囲が広く、下の図 13 に示すように、AI/ML、データ、および分析に使用
されています。 大規模な組織には膨大な量のデータがあり、多くの場合、

多数のサイロに分散しています。このデータには膨大な量の価値が「固定」
されているため、保存された可能性を解放できるオープンソース ツールへ
の関心が高まっています。

金融サービス内で使用されているすべてのオープンソース プロジェクトを
リストすることは不可能ですが、いくつかは私たちのインタビューで頻繁
に言及されており、「コア」オープンソース プロジェクトと考えるべきです。
これらには、Java Spring、Spring Boot、React、Apache Kafka、
Apache Cassandra が含まれます。

ササイイババーーセセキキュュリリテティィ

LLiinnuuxxカカーーネネルル

ブブロロッッククチチェェーーンン

標標準準

スストトレレーージジ技技術術

ネネッットトワワーークク&&エエッッジジ

オオーーププンン  ハハーードドウウェェアア

拡拡張張//仮仮想想現現実実

IIooTT&&組組みみ込込みみ

そそのの他他（（具具体体的的にに））

知知ららなないい、、ままたたはは不不明明
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55%
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40%
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24%

15%
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ククララウウドド//ココンンテテナナ技技術術

WWeebbおおよよびびアアププリリケケーーシショョンン開開発発

CCII//CCDDおおよよびびDDeevvOOppss

AAII、、MMLL、、デデーータタおおよよびび分分析析

半半数数以以上上のの
回回答答者者ががここれれららのの
分分野野ででOOSSSSをを利利用用

ししてていいるる

オオーーププンンソソーースス  ソソフフトトウウェェアアをを使使用用ししてていいるる分分野野はは次次ののううちちどどれれでですすかか？？((該該当当すするるももののををすすべべてて選選択択ししててくくだだささいい)

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY,  
Q15, SAMPLE SIZE = 210, VALID CASES = 210, TOTAL MENTIONS = 954

図 12   使用されているオープンソース ソフトウェアの種類
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ああななたたのの組組織織ががオオーーププンンソソーースス ソソフフトトウウェェアアをを使使用用ししてていいるる分分野野はは次次ののううちちどどれれでですすかか？？（（該該当当すするるももののをを
すすべべてて選選択択ししててくくだだささいい。。※※組組織織のの規規模模（（全全世世界界のの従従業業員員数数））でで区区別別
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エエッッジジ

オオーーププンン  ハハーードドウウェェアア
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IIooTT&&組組みみ込込みみ
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知知ららなないい
ままたたはは不不明明

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q15 X Q7,  
SAMPLE SIZE = 209, VALID CASES = 209, TOTAL MENTIONS = 953

図 13
使用されているオープンソース ソフトウェアの種類 (組織規模別)



23金融サービスにおけるオープンソースの状況 - 2022

利用機 会と課 題
私たちの調査では、オープンソースの利用に関連するさまざまな動機、課題、
機会について調査しました。私たちは、オープンソースの利用が増加した
主な動機について尋ねました。その結果を図 14 に示します。利用が増加
した主な理由としては、生産性の向上が挙げられていますが、これはかな
り僅差でした。次に、「ベンダーのロックインを回避する」および組織を「魅
力的な職場」にすることが挙げられ、これら3 つの回答に対して示された
肯定的な感情の間はわずか 4%でした。特に、回答のほとんどが強い肯
定的な感情を持っており、オープンソース ソフトウェアを採用する肯定的
な理由が幅広いことを示しています。

具体的に簡単に説明すると、オープンソース ソフトウェアの生産性のメリッ
トは明らかです。高品質のオープンソース ソフトウェアは豊富にあり、無

料で入手できます。現代のソフトウェア開発は、新しいコードを最初から
書くのと同じように、適切なコンポーネントを調達して組み立てることです。
強固なオープンソース基盤に基づいて構築することは、ソフトウェアとビジ
ネスの価値を生み出すためのはるかに生産的な方法であることは明らかで
す。

ベンダー ロックインに関しては、欧州内の業界横断的な人口層を対象とし
た調査で同様の質問が行われ、これがかなりの差で主要な動機であるこ
とが示されました (2 番目に高い層よりも13% 高い感情 )。ベンダー ロッ
クインとは、次のような状況を指します。

質にかかわらず、特定の製品またはサービスを使用し続けることはできま
せん。なぜなら、切り替えは実用的ではないからです。オープンソースは

生生産産性性のの向向上上

ベベンンダダーー  ロロッッククイインンのの回回避避

よよりり魅魅力力的的なな職職場場のの実実現現

所所有有ココスストトのの削削減減

市市場場投投入入ままででのの時時間間のの短短縮縮

セセキキュュリリテティィのの向向上上

51%31%14%3%1%

1%

49%31%16%2%2%

47%31%19%2%

46%27%19%7%2%

2% 45%31%18%5%

43%24%21%9%4%

私私のの組組織織でで、、OOSSSSのの利利用用をを増増ややすす必必要要ががああるる理理由由

強強くく反反対対  やややや反反対対 どどちちららででももなないい やややや同同意意 強強くく同同意意
2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q17, SAMPLE SIZE = 199-203, DKNS EXCLUDED 

図 14
オープンソースの利用を増加させる動機づけ要因
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このリスクを軽減するものであり、作成し、通常は切り替え時の移行を容
易にするため、このリスクを軽減の移行を容易にするからです。これは、
金融サービス内で認識されているリスクが明らかに少ないことを示してい
ます。おそらく、これらの組織が、コアとなるテクノロジーの少ないセクター

（公共セクターや教育など）の小規模な組織と比較して、強力な「購買力」
を持っていることを反映していると考えられます。

オープンソース ソフトウェアを利用する個人やチームの能力に影響する障
害や課題がいくつかあります。私たちの調査では、回答者の組織がこれら
の障害のいくつかを解決するためにどのような投資ができるかを尋ねまし
た。その結果を図 15 に示します。最も投資が必要な分野は「法律、コン

プライアンス、セキュリティ」であり、そのすぐ後に「ツール」が続きます。
興味深いことに、全体的な「価値提案」と「リーダーシップ」への投資の
必要性は比較的低く、これは、課題が本質的に戦略的なものよりも運用
的なものであることを示唆しています。業界は、オープンソースを受け入れ
るという集合的なビジョンを実現するには、まだ長い道のりがあります。イ
ンタビューを受けた人との話から、オープンソースの消費は依然として困
難であるが、貢献はより困難であるというのが一般的な意見です。

ポポリリシシーーのの改改善善、、ままたたはは
トトレレーーニニンンググややガガイイダダンンススののササポポーートト

オオーーププンンソソーースス  ププロロググララムム  オオフフィィスス
((OOSSPPOO))  ままたたははオオーーププンンソソーースス戦戦略略のの

たためめのの明明確確ででビビジジブブルルななリリーーダダーー

ポポリリシシーーををササポポーートトすするるたためめのの
自自動動化化ツツーールル

法法律律、、ココンンププラライイアアンンスス、、セセキキュュリリ
テティィののササポポーートト

非非技技術術的的なな価価値値提提案案にに対対すするる
理理解解のの欠欠如如

オオーーププンンソソーースス  ササポポーートトへへのの支支払払いい、、
ままたたははよよりり商商用用的的なな

オオーーププンンソソーースス  ソソフフトトウウェェアアのの使使用用

41%34%18%6%2%

40%32%21%6%1%

40%37%19%3%2%

38%42%15%4%1%

30%37%22%7%3%

28%35%22%10%5%

私私のの組組織織でではは、、次次ののよよううななここととにに投投資資やや取取りり組組みみをを集集中中ささせせるるとと、、OOSSSSのの使使用用量量がが増増加加ししまますす。。

強強くく反反対対  やややや反反対対 どどちちららででももなないい やややや同同意意 強強くく同同意意

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q19, SAMPLE SIZE = 192-201, DKNS EXCLUDED 

図 15  
        オープンソースの利用を増加させる投資分野
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組織的な貢献
前のセクションで説明したように、大多数の金融機関はオープンソース利
用に関するポリシーを持っています。しかし、これらのポリシーを大規模
に確実に実装することは複雑です。貢献に関しては、さらに複雑で、非常
に法外なものになる可能性があります。

明確にするために、私たちの調査とこのレポートには、オープンソース コ
ントリビューションの定義に次のようなさまざまな活動が含まれています。

•	 オープンソース プロジェクトに加えられた変更を元のメンテナーに送り
返し、今後のリリースに反映させる。

•	 オープンソース プロジェクトへのパッチやプルリクエストの送信。

•	 オープンソース プロジェクトに関連する問題を開き、オンライン ディス
カッションに参加する。

このセクションでは、オープンソースの貢献について調べ、次のことがわ
かります。

•	 金融サービス企業は、オープンソースへの貢献という大きな課題に直面
しており、他の業界に遅れをとっている。

•	 困難にもかかわらず、回答者の74% は、組織外でコードをリリースする
プロセスがあることを示しており、オープンソースの貢献を許可する企
業は 75% 増加している (2021年の20%から2022 年には 35% へ )。

•	 回答者の合計 64%が、自分の組織が少なくとも1つのオープンソース 
プロジェクトを維持していると答え、33%が 3 ～10 のプロジェクトを
維持していると答えている。

•	 回答者は、サードパーティ プロジェクトや、自身の組織のオープンソー
ス プロジェクトよりも、インナーソース プロジェクトにほぼ 2 倍の時間
を費やしている。

彼らのコメント 

利用に関する金融サービスのリーダー
「私たちの組織の利用はかなりオープンです。私たちは、私
たちが貢献できるライセンスを追跡して検証します。私たち
は、私たちが会社のリポジトリに利用するすべてのものを
追跡します。それが既知のライセンスである限り、ユーザー
はダウンロードできます。このようにして、私たちは潜在的
な脆弱性を追跡できます。」2020

「利用は二分されています。内部リポジトリを介した依存
関係要求は、かなりシームレスな SE スキャン、ファイル、
および例外です。使用するライセンスに関しては、確立さ
れたポリシーがあります。ライセンス要件を満たす場合は、
貢献を使用する許可があります。サンドボックスで使用す
るだけでなく、本番稼働させるために、レビュー ボードに
送られるテクノロジー選択プロセスがあります。」21
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オープンソース コントリビューションの課 題
金融機関は、あらゆる種類の貢献を可能にし、監視する上で大きな課題
に直面しています。高度に規制された業界がオープンソース プロジェクト
や標準への貢献を増やしていることを見ると、これらを理解することが重
要です。

2021年の報告書が論じているように、オープンソース ポリシーは、法律、
コンプライアンス、セキュリティ、および知的財産の問題に対処すると同
時に、従業員のためのイネーブラーとして機能する必要があります。

彼らは、従業員が利用できるトレーニングおよびリソースを特定し、要件
または制限を明確に記述し、ポリシーの遵守を自動化および簡素化する
重要なプロセスおよびツールの基盤を構築する必要があります。また、ポ
リシー自体を促進する最善かつ最も効率的な方法を見つけることも不可欠
です。これは、個人が毎日受け取る大量の情報を考えると、容易な作業
ではありません。

コントリビューション ポリシーを持つ金融機関の数は増加していますが、
これらの組織がオープンソース コントリビューションを行う能力を妨げる
要因はまだ数多くあります。図 16 に示すように、回答者の半数以上は、

法法律律ままたたははラライイセセンンススにに
関関すするる問問題題

知知的的財財産産  ((IIPP))  流流出出のの
恐恐怖怖

明明確確なな投投資資収収益益率率のの
欠欠如如

方方針針ややトトレレーーニニンンググ資資料料
のの不不足足

テテククノノロロジジーーのの制制約約とと
課課題題

39%30%14%11%6%

36%32%15%9%7%

29%35%17%13%6%

26%37%23%8%5%

24%32%26%10%8%

私私のの組組織織はは、、次次ののここととにに投投資資ままたたはは労労力力をを集集中中ささせせるるとと、、OOSSSSのの貢貢献献をを増増ややすすここととががででききまますす。。

強強くく反反対対  やややや反反対対 どどちちららででももなないい やややや同同意意 強強くく同同意意
2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q27, SAMPLE SIZE = 187-190, DKNS EXCLUDED 

図 16
組織がOSSへの貢献意欲を制限する要因
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提示された各要因が課題となっていると指摘しています。「法的またはライ
センスに関する懸念」がチャートのトップであり、「知的財産の漏洩に対
する懸念」が僅差で 2 位です。

オープンソースに近いある業界専門家は、次のように述べています。「私た
ちは、オープンソース プロジェクトへの貢献に関する強力なモデルを持っ
ています。これは、私たちのガバナンス活動 /OSPO の当初の焦点でした
からです。私たちは、既存のプロジェクトに貢献するプロセスをはるかに
容易にするために取り組んでいます。これの重要な側面は、コード/デー
タ損失防止チェックなど、時間がかかり、手動で集中する活動の自動化を
強化することです。」22 

回答者の合計 63% はまた、「ポリシーやトレーニング資料の欠如」が問
題であると指摘しています。対象分野の専門家との議論は、このことを再
確認し、さらなる洞察を提供します。ある大手銀行のリーダーによると、「法
的で明確なポリシーは、特に貢献に関して重要です。私たちは、企業とそ
の従業員、特に (オープンソースで働く) 開発者を保護するために、行動
規範に関する倫理トレーニングに焦点を当て、共謀しないようにしていま
す。」23 別の銀行では、オープンソースに関する「必須の」トレーニングがあ
りますが、組織のオープンソース支持者の1 人でさえこれに気づいていま
せんでした。これは、ポリシーが存在するが不明である場合があることを
示唆しています。別の投資銀行の代表者は、社内のエンジニアリングサイ
ト、人事ポータル、エンジニアリング トレーニング セッション、ニュース
レターなど、複数のチャネルを通じてオープンソース トレーニングの提供
を促進することによって、この課題にどのように取り組んでいるかを説明し
ました。ただし、必須にすることはできません。

「技術的な制約と課題」はリストのトップにはなりませんでしたが、私たち
のインタビューから、これが貢献を増やすための真の課題であることがわ
かりました。回答者の合計74%が、組織がコードを外部にリリースするプ
ロセスを持っていることを示しており、図 17 は、これらのプロセスが「ク
オリティ チェックと承認」、「セキュリティ レビュー」、および「法的および
コンプライアンスの承認」をカバーしていることを示しています (これらの
統計には、2021年と比較して最小限の変更があります )。また、これらの
プロセスは一般的に手動で時間がかかり、より多くの自動化が必要である

71%

68%

61%

27%

16%

品品質質チチェェッッククとと
承承認認

セセキキュュリリテティィ  レレビビュューー

法法務務//ココンンププラライイアアンンスス
にに関関すするる承承認認とと

ササイインンオオフフ

オオーーププンンソソーーススへへのの貢貢献献
にに費費ややししたた時時間間のの記記録録

知知ららなないい、、ままたたはは不不明明

ココーードドををリリリリーーススすするる前前にに確確認認すするる必必要要ががああるる手手順順はは何何でで
すすかか？？((該該当当すするるももののををすすべべてて選選択択ししててくくだだささいい))

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY,  
Q22, SAMPLE SIZE = 157, VALID CASES = 157, TOTAL MENTIONS = 382

図 17
外部リポジトリにリリースする前に
コードをレビューする手順
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こともわかっています。金融機関では一般的に、エンジニアは外部のオー
プンソース コントリビューションを行う前に事前承認を得る必要がありま
すが、これには数週間から数ヶ月かかる場合があります。一部の組織では、
オープンソース プロジェクトが確立されたライセンス要件を満たすライセ
ンスを使用している場合は、ワークプレース外でのコントリビューションが
許可される場合がありますが。

貢献はますます受け入れられるようになっているが、 
まだ公 然と奨 励されていない
前のセクションで報告したように、昨年はオープンソースの消費を公然と
奨励することが大幅に増加しています。図 18 が示すように、オープンソー
スの貢献に関連するポリシーにも肯定的な変化があります。特に、特定の
状況で許可される貢献が 75% 増加し (2021年の20%から2022 年の
35%)、貢献を許可しない企業の割合が 70% 減少しています (2021年の
20%から2022 年の 6%)。

明明確確ななポポリリシシーーははなないい  
((いいつつででもも許許可可  --  22002211))

貢貢献献はは禁禁止止
（（業業務務にに関関連連すするる場場合合はは不不可可  --  22002211))

条条件件にによよりり貢貢献献がが認認めめらられれるる場場合合ももああるる  
((許許可可制制  --  22002211))

オオーーププンンソソーースス  ラライイセセンンススでで
要要求求さされれるる場場合合はは、、貢貢献献をを許許可可

（（業業務務上上積積極極的的にに参参加加すするるここととがが必必要要でで
ああるる場場合合はは貢貢献献をを許許可可  --  22002211））

貢貢献献がが公公然然とと奨奨励励さされれてていいるる

2022 2021

14%

15%

6%

20%

35%

20%

15%

11%

30%

34%

オオーーププンンソソーースス  ププロロジジェェククトトへへのの貢貢献献にに関関すするる現現在在のの組組織織ののポポリリシシーーにに最最もも近近いいスステテーートトメメンントトははどどれれでですすかか？？((11つつ選選択択))

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q20, SAMPLE SIZE = 203
2021 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q35, SAMPLE SIZE = 98

図 18
2022年と2021年のオープンソース プロジェクトへの貢献に関する組織方針
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また、複数のセクターにまたがる最近の調査結果を見ることで、金融サー
ビスを他の業界と比較しました。この調査の数字（図 19）は、金融サー
ビスが公然と貢献を奨励することにおいて、他の業界に依然として遅れを
とっていることを示しています（我々の調査では 30%が公然と貢献を奨励
しているのに対し、セクター横断調査では 25%で、調査結果にはわずか
な違いがあるものの、これは事実です）。

この調査結果は、金融サービス会社が金融サービスに対する理解を深め
ているもののオープンソースの価値、ポリシーの確立、意識向上への取り
組みなど、オープンソースへの貢献を合理化するために必要なツールやプ
ロセスの開発と実装において、彼らはさらに遅れをとっています。彼の組

織のオープンソースに近いある人物が私たちに語ったように、「アップスト
リーム プロジェクトに貢献できることが重要だと考えています。パッチを
適用できないと、内部でフォークしてアップストリームの変更をマージして
再構築しなければならない可能性があるため、非効率的です。また、こ
れは正しいことであり、私たちの価値と一致しています。私たちのプロセ
スをよりスケーラブルにするためにはまだやるべきことがありますが、価値
はあると考えています。」24

知知ららなないい、、ままたたはは不不明明明明確確ななポポリリシシーーががなないい。。 貢貢献献はは禁禁止止

オオーーププンンソソーースス  ラライイセセ
ンンススでで要要求求さされれてていいるる

場場合合はは貢貢献献すするる

貢貢献献がが公公然然とと
奨奨励励さされれてていいるる

金金融融・・保保険険

教教育育

公公共共部部門門

テテレレココミミュュニニケケーーシショョンン

専専門門的的・・科科学学的的・・
技技術術的的ササーービビスス

情情報報テテククノノロロジジーー 61%

58%

48%

29%

28%

25%

25%

24%

13%

58%

67%

53%

6%

8%

22%

3%

0%

4%

2%

0%

7%

3%

0%

6%

6%

12%

11%

6%

5%

13%

2022 WORLD OF OPEN SOURCE: EUROPE SPOTLIGHT SURVEY, Q8 X Q20, SAMPLE SIZE = 760

図 19

業種ごとの貢献方針の違い
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困 難にもかかわらず貢献は 増大している
勇気づけられることに、そして困難にもかかわらず、図 20 は、組織がオー
プンソースへの貢献により多くの時間を費やしていることを示しています。
回答者の合計38%が、昨年、組織がオープンソースへの貢献により多く
の時間を割り当てたと答えています。 

これは大幅な改善であり、図 21 に見られるWorld Of Open Source: 
Europe Spotlight 2022レポートの回答と比較すると特に興味深いもので
す。これを見ると、ヨーロッパのセクター全体よりも金融サービス内での
貢献に割り当てられる時間が大幅に増加していることがわかります。これ
は、金融サービス業界内でオープンソースへの関心が高まっていることを
示しており、業界全体で貢献が増加し続けるという期待を設定しています。

38%41%5% 16%

ここのの11年年間間、、ああななたたのの組組織織ががオオーーププンンソソーーススにに貢貢献献すするるたためめにに割割りり当当ててたた時時間間とと労労力力はは？？
((11つつ選選択択ししててくくだだささいい))

知知ららなないいままたたはは不不明明増増ええたた変変わわららなないい減減っったた

図 20
組織がオープンソース コントリビューションに割り当てる時間の変化

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q24, SAMPLE SIZE = 198

4% 37% 29% 30%

知知ららなないいままたたはは不不明明増増ええたた変変わわららなないい減減っったた
2022 WORLD OF OPEN SOURCE: EUROPE SPOTLIGHT SURVEY, Q24, SAMPLE SIZE = 703

図 21
回答者の所属する組織における、過去1年間の貢献努力の変化
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今年は、組織の貢献についてさらに学ぶための新しい調査質問を導入し、
回答者に組織が維持しているオープンソース プロジェクトの数を尋ねまし
た。その結果を図 22 に示します。ほとんどの組織 (64%) が少なくとも1
つのオープンソース プロジェクトを維持しており、3 分の1は 3 ～10 のプ
ロジェクトを維持していると答えています。これは他の業界と比較して低い
かもしれませんが、金融サービス業界がたどっている道のりを反映してお
り、消費のみから消費と貢献に移行する組織の数が増加しています。 

このセクションの冒頭で述べたように、貢献は多くの形態をとることができ、
図 23 は以下を反映している。

この反応を企業規模別に評価すると、測定されたすべてのタイプにわたっ
て、小規模な企業の貢献度が高いことがわかります。これは、小規模な企
業の方が、大規模な企業よりも機敏であり、必要なポリシー、プロセス、

およびツールを迅速に実装できることを示している可能性があります。ただ
し、大企業 (10,000人以上の従業員 )は、問題をオープンし、オープンソー
ス プロジェクトにコードを提供することに大きく関与しています。

回答者がオープンソースに貢献している方法と頻度に加えて、私たちは彼ら
の組織がオープンソースに貢献している分野を調査しました。驚くことでは
ありませんが、図 24 が示すように、回答はオープンソースの消費に関する
同じ質問に対する回答をほぼ反映しています。1つの例外は、Linux カーネ
ルは消費 (回答者の36%が使用していると回答している)が、貢献よりも
はるかにリストの上位にあることです。カーネル開発は非常に専門的な分
野 (C/C++で開発されている)であり、金融サービス組織は主に Java、
JavaScript、Go、および Pythonのプロジェクトに貢献していることをす
でに示しました。

00

11  ～～  22

33  ～～  1100

1111以以上上

知知ららなないいままたたはは不不明明

ああななたたのの会会社社でではは、、いいくくつつののオオーーププンンソソーースス  ププロロジジェェククトトをを維維持持ししてていいまますすかか??（（11つつ選選択択ししててくくだだささいい））

19%

12%

33%

19%

18%

6644％％のの組組織織がが
少少ななくくとともも11つつのの
OOSSSSププロロジジェェククトト
をを維維持持ししてていいるる

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q29, SAMPLE SIZE = 198

図 22
維持されているオープンソース プロジェクトの数
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オオーーププンンソソーースス  ププロロジジェェククトト
にに関関すするるイイシシュューーををオオーーププンン

ししたた

オオンンラライインン  ココミミュュニニテティィでで
オオーーププンンソソーースス  ププロロジジェェククトト

((SSttaacckk    OOvveerrffllooww、、RReeddddiittななどど))
にに関関すするる質質問問にに回回答答ししたた

オオーーププンンソソーースス  ププロロジジェェククトト
ににココーードド貢貢献献ししたた

オオーーププンンソソーースス  ドドキキュュメメンントト
をを支支援援ししたた

デデザザイインン、、ググララフフィィッッククやや
そそのの他他のの非非ココーードド資資産産でで

貢貢献献ししたた

合合計計 従従業業員員数数  1111～～224499

従従業業員員数数  225500～～99,,999999 従従業業員員数数  11万万以以上上

65%

89%

57%

69%

54%

56%

57%

46%

49%

56%

43%

54%

46%

61%

44%

41%

28%

39%

33%

20%

ああななたたのの組組織織をを代代表表ししてて、、ああななたたははここれれままででにに次次ののここととをを行行っったたここととがが
あありりまますすかか？？((該該当当すするるももののををすすべべてて選選択択ししててくくだだささいい))  
※※組組織織のの規規模模（（全全世世界界のの従従業業員員数数））別別デデーータタ

WWeebb&&アアププリリケケーーシショョンン
開開発発

ククララウウドド//ココンンテテナナ
技技術術

AAII、、MMLL、、デデーータタ&&分分析析

CI/CD&DevOps

サイバーセキュリティ

ブブロロッッククチチェェーーンン

スストトレレーージジ  テテククノノロロジジーー

標標準準

オオーーププンン  ハハーードドウウェェアア

拡拡張張//仮仮想想
現現実実

ネネッットトワワーークク&&エエッッジジ

IoT&組み込み

LLiinnuuxx  カカーーネネルル 

そそのの他他

知知ららなないいままたたはは不不明明

35%

33%

26%

25%

22%

21%

18%

18%

15%

10%

10%

8%

8%

6%

25%

ああななたたのの組組織織はは次次のの分分野野ののううちちどどれれをを行行っってていいまますすかか？？
((該該当当すするるももののををすすべべてて選選択択ししててくくだだささいい))

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q25 X Q7, SAMPLE SIZE = 198, VALID 
CASES = 198, TOTAL MENTIONS = 400, NOTA EXCLUDED

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q23, SAMPLE SIZE = 
198, VALID CASES = 198, TOTAL MENTIONS = 552

図 23
オープンソース コントリビューションの種類

図 24
オープンソース コントリビューションの分野



33金融サービスにおけるオープンソースの状況 - 2022

オープンソースへの貢献をリードするインナーソース

報告書の冒頭で述べたように、多くの組織がインナーソースの取り組みに
焦点を当てています。特に大規模な組織にとって、インナーソースは、広く
宣伝されているオープンソースのメリットの多くを享受する機会を提供しま
す。イノベーション、タイム トゥ マーケット、総所有コストの削減は、外部
でコードをリリースするために必要なレベルの精査とプロセスなしに、内部
で実現されます。

図 25 は、回答者自身の組織内および組織外の両方でプロジェクトへの貢
献に費やされた作業時間に関する我々の質問に対する回答を示しています。

71% の個人がインナーソースのコントリビューションに時間を費やしてい
ると報告しているのに対して、企業がオープンソース化したプロジェクトに
時間を費やしているのは 51%、サードパーティのプロジェクトに時間を費
やしているのは 50%であることがわかります。また、いずれの場合も、次
のような個人の割合があることも注目に値します。

知知ららなないい
ままたたはは不不明明

ははいい、、フフルルタタイイムム
のの仕仕事事ととししてて

ははいい、、
週週にに数数日日

ははいい、、
週週にに数数時時間間

ははいい、、
月月にに数数時時間間

いいいいええ 24%

30%

22%

9%

10%

5%

44%

17%

15%

13%

6%

6%

45%

23%

10%

8%

9%

6%

ああななたたはは、、組組織織内内のの他他ののチチーームムにによよっっ
てて管管理理さされれてていいるるププロロジジェェククトト  ((つつまま
りり、、内内部部ソソーースス  ププロロジジェェククトト))  にに貢貢献献
すするるたためめにに仕仕事事にに時時間間をを費費ややししてていいまま
すすかか？？  （（11つつ選選択択ししててくくだだささいい））

ああななたたはは、、ああななたたのの雇雇用用主主がが設設立立、、採採
用用、、ままたたはは後後援援しし、、外外部部にに配配布布さされれたた
オオーーププンンソソーースス  ププロロジジェェククトトにに貢貢献献すするる
たためめにに仕仕事事にに時時間間をを費費ややししてていいまますすかか？？  
（（11つつ選選択択ししててくくだだささいい））

ああななたたはは、、ササーードドパパーーテティィののオオーーププンンソソーー
スス  ププロロジジェェククトト  ((つつままりり、、ああななたたのの雇雇用用主主
がが商商業業的的関関係係をを持持たたなないいププロロジジェェククトト))  にに
貢貢献献すするるたためめにに仕仕事事にに時時間間をを費費ややししてていいまま
すすかか？？  （（11つつ選選択択ししててくくだだささいい））

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES 
SURVEY, Q30, SAMPLE SIZE = 198

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES 
SURVEY, Q31, SAMPLE SIZE = 198

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES 
SURVEY, Q32, SAMPLE SIZE = 198

図 25
インナーソースおよびオープンソース プロジェクトに費やされる作業時間
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私たちのインタビューでは、インナーソースに対するさまざまなアプローチ
について学びました。たとえば、ある大手投資銀行では、インナーソース
の活動を奨励し始めていますが、これに対する中心的な推進はありません。
その銀行は現在、依存関係が最小限の小さなコンポーネントを中心とした
内部コラボレーションに重点を置いています。これにより、コードの全体
的なコラボレーションと管理が容易になるためです。他のいくつかの企業
では、内部リポジトリをよりオープンにし、（多くの場合、孤立した）組織
の領域全体でコードの再利用を広く促進することに焦点を当てた、専用の
インナーソース チームがあります。

図 26 は、回答者が、貢献を増やすために組織が努力を集中させるべきい
くつかの分野を特定したことを示しており、行うべき改善が不足していな
いことを示しています。

産産業業界界やや政政府府のの政政策策決決定定へへのの関関与与

自自社社製製品品やや社社内内ツツーールルのの
オオーーププンンソソーースス化化

オオーーププンンソソーースス  ププロロジジェェククトト
へへのの資資金金提提供供

従従業業員員へへののポポリリシシーーのの明明確確化化

オオーーププンンソソーーススへへのの貢貢献献ののたためめにに
従従業業員員のの時時間間をを割割りり当当ててるる

ババリリュューー  ププロロポポジジシショョンン（（価価値値
のの提提案案））にに関関すするる組組織織全全体体のの教教育育

44%35%15%3%2%

43%36%15%3%3%

41%33%20%3%3%

40%39%15%5%1%

38%35%15%7%5%

32%36%26%4%1%

私私のの組組織織ののOOSSSSへへのの貢貢献献はは、、次次ののここととにに投投資資ままたたはは取取りり組組みみをを集集中中ささせせるるとと増増加加すするる

強強くく反反対対  やややや反反対対 どどちちららででももなないい やややや同同意意 強強くく同同意意
2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q28, SAMPLE SIZE = 186-191, DKNS EXCLUDED 

図 26
組織がオープンソースへの貢献度を高める方法
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リーダーシップ
このセクションでは、ボトムアップからトップダウンまで、さまざまな形態
のリーダーシップが、組織におけるオープンソースの認識と成功にどのよう
に影響するかについて説明します。また、リーダーが対処する必要がある
いくつかの課題についても説明します。次のことがわかります。

•	 金融サービス組織内の OSPO の普及率はわずかに （7%*）増加している。

•	 OSPO や目に見えるリーダーを持つことは、オープンソースのリーダーと
しての組織に対する従業員の認識に大きなプラスの影響を与える。

•	 OSPO を持つ組織と持たない組織を比較すると、OS PO を持つ組織は、
公然と消費を奨励する可能性が 2 倍強で、公然と貢献を奨励する可能
性がほぼ 3 倍である。

•	 ビジネスと技術の両方の役割を持つ人が組織のオープンソースに影響を
与える一方で、技術者はわずかに影響力が強いと見られている。

•	 オープンソースのリーダーシップには微妙な違いがあり、個々の開発者
からエグゼクティブまで、あらゆるレベルの年功序列のリーダーが、孤
立した労働力や文化の違いなどの課題に対処する必要がある。

OSPOとシニア オープンソース リーダーシップの普及
組織がオープンソースへのコミットメントを示し、目に見える形のリーダー
シップを提供するための重要な方法の1つは OSPO を作成することで、理
想的には、組織内でオープンソースを提唱する1 人以上のシニアで目に見
えるリーダーがいることです。図 27 は、2022年にOSPOまたは明確なリー
ダーシップを持つ組織の数が、2021年の OSPO の 44%から2022 年の
OSPO の 51% へと7%** 増加したことを示しています。

OSPO を設置することは、組織におけるオープンソースに対する従業員の
認識にプラスの影響を与えます。図 28 は、OSPOに強く同意する、また
はある程度同意する組織の回答者の 69%が、自社が金融サービスにおけ
るオープンソースのリーダーであると考えているのに対して、OSPO も目に

*  翻訳時点で原文には16%と記載されているが日本語版は7%と記載
**翻訳時点で原文には16%と記載されているが日本語版は7%と記載

見えるOSS のリーダーシップもない組織では 22%であることを示してい
ます。

OSPO を持つ組織には、比較的上級のオープンソース リーダーがいる傾
向もあります。図 29 は、OSPOまたは目に見えるOSSリーダーシップを
持つ組織の73%が、Cレベル、マネージング ディレクター レベル、エグ
ゼクティブ ディレクター レベル、またはディレクター レベルのスタッフに
よって主導されていることを示しています。

OSPOは消費と貢献を増加
OSPO を持つことに関連して最も説得力のある発見は、組織内でのオープ
ンソースの消費と貢献の両方を促進する上で、OSPO が大きなプラスの影
響を与えることです。図 30 は、目に見えるOSリーダーまたは OSPO を
持つ組織 (62%) は、そうでない組織 (29%) と比較して、消費を公然と奨
励するポリシーを持つ可能性が 2 倍強であることを示しています。

図 27

OSPOまたはレビューボードの存在

OOSSPPOOやや明明確確ななOOSSSSのの
リリーーダダーーシシッッププががああるる

OOSSPPOOががああるる

51%

44%

2022 2021

オオーーププンンソソーースス  ププロロググララムム  オオフフィィスス  ((OOSSPPOO))  やや
正正式式ななレレビビュューーボボーードドははあありりまますすかか？？

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q9, SAMPLE SIZE = 249
2021 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q11, SAMPLE SIZE = 135 
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OOSSPPOO//ビビジジブブルル  リリーーダダーー

OOSSPPOO//ビビジジブブルル  リリーーダダーー
以以外外

45%24%9%12%9%

6%16%27%25%26%

ああななたたはは次次のの声声明明ににどどのの程程度度同同意意ししまますすかか??  「「私私のの雇雇用用主主ははオオーーププンンソソーーススののリリーーダダーーでですす」」
((11つつ選選択択ししててくくだだささいい))。。※※OOSSPPOO//ビビジジブブルル  リリーーダダーーととそそれれ以以外外ののデデーータタ

強強くく同同意意

強強くく反反対対  やややや反反対対 どどちちららででももなないい やややや同同意意 強強くく同同意意

経経営営幹幹部部レレベベルル

ママネネーージジンンググ  デディィレレククタターー//SSVVPP
 エエググゼゼククテティィブブ  デディィレレククタターー//VVPP

シシニニアア  エエンンタターーププラライイズズ  アアーーキキ
テテククトト//チチーーフフ  アアーーキキテテククトト

デディィレレククタターー
ママネネーージジャャーー//チチーームム  リリーーダダーー
  リリーーダダーーがが特特定定さされれてていいなないい

そそのの他他（（具具体体的的にに記記入入））
わわかかららなないい、、ままたたはは確確かかででなないい

19%

15%

18%

6%

21%

17%

2%

1%

2%

OOSSPPOO//ビビジジブブルル  リリーーダダーーががいいるる組組織織のの場場合合、、ああななたたののオオーー
ププンンソソーーススののリリーーダダーーシシッッププははどどののレレベベルルでですすかか？？
（（個個人人ののリリーーダダーー、、主主要要なな支支持持者者、、ままたたははOOSSPPOOのの最最もも上上級級
ののメメンンババーー））（（11つつ選選択択ししててくくだだささいい）） 利利用用はは公公然然とと奨奨励励さされれ

てていいるる

限限らられれたた条条件件下下でで
利利用用がが許許可可さされれてていいるる

明明確確なな方方針針ががなないい

利利用用はは禁禁止止さされれてていいるる

知知ららなないいままたたはは不不明明

合合計計
OOSSPPOO//ビビジジブブルル  リリーーダダーー
OOSSPPOO//ビビジジブブルル  リリーーダダーー以以外外

46%
62%

29%

40%
32%

49%

8%
1%

15%

3%
4%

2%

3%
2%

5%

オオーーププンンソソーーススのの利利用用にに関関すするる現現在在のの組組織織ののポポリリシシーーにに最最もも近近いいスステテーートトメメンントトはは
どどれれでですすかか？？（（11つつ選選択択ししててくくだだささいい））※※OOSSPPOO//ビビジジブブルル  リリーーダダーーととそそれれ以以外外ののデデーータタ

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q8 X Q9, SAMPLE SIZE = 186-191, DKNS EXCLUDED 

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q10 X 
Q9 SAMPLE SIZE = 127

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q12 X Q9, SAMPLE SIZE = 210

図 28
OSPOの存在に応じたオープンソース リーダーとしての雇用者の見解

図 29
OSPOが存在する場合のオープンソース  
リーダーシップの年功レベル

図 30
OSPOの有無別：オープンソースの利用に関する組織の方針
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図 31 は貢献についても同様の結果を示しており、OSPO の存在は、貢献
を公然と奨励する政策を有する組織の数をほぼ 3 倍にしています（14% に
対して41%）。また、政策が実施されているという認識もはるかに高くなっ
ています。 

これは、OSPO や目に見えるオープンソース リーダーがいる組織では、オー
プンソースが自社にとって戦略的であり、重要なイネーブラーであると考え
る傾向が強いため、当然のことであると言えます。U.S.Bankのオープンソー

ス責任者であるGil Yehuda 氏は次のように述べています。「ポリシーは、
実行できないことに関するものであって、実行すべきことに関するものでは
ありません。ポリシーは、機会を有効にするのではなく、悪いことが発生
しないように設計されています。私たちには、テクノロジーをより戦略的
に見る機会を創出するためのイニシアチブがあります。」25 

目に見えるOSリーダーや OSPO を持つ企業は、従業員がオープンソース
に貢献するための時間を割り当てる可能性もはるかに高くなります。図 32
は、OSPO を持つ組織の回答者の半数以上（54%）が、OSPO を持たな
い組織の 4 分の1 未満（20%）と比較して、昨年、より多くの貢献時間を
割り当てられたことを示しています。OSPO の設立またはオープンソースの
指導的役割の創出は、オープンソースへのコミットメントを示すだけでなく、
企業のオープンソースへの貢献にも大きなプラスの影響を与えます。

Contribution is
permitted under
some conditions

Contribution is
openly encouraged

Contribution is
permitted if it is
required by the

open source license

No clear policy

Contribution is
not permitted

Don’t know
or not sure

Total

OSPO/Visible Leader

Neither OSPO/Visible Leader

33%
34%

31%

28%
41%

14%

14%
16%

13%

13%
2%

26%

6%
6%
6%

6%
2%

11%

オオーーププンンソソーースス  ププロロジジェェククトトへへのの貢貢献献にに関関すするる現現在在のの組組織織ののポポリリシシーーにに
最最もも近近いいスステテーートトメメンントトははどどれれでですすかか？？（（11つつ選選択択ししててくくだだささいい））
※※  OOSSPPOO//ビビジジブブルル  リリーーダダーーととそそれれ以以外外ののデデーータタ

増増ええたた

変変わわららなないい

減減っったた

わわかかららなないい
ままたたはは不不明明

合合計計

OOSSPPOO//ビビジジブブルル  リリーーダダーー
OOSSPPOO//ビビジジブブルル  リリーーダダーー以以外外

38%
54%

20%

41%
37%

47%

5%
5%

4%

16%
5%

29%

ここのの11年年間間、、組組織織ががオオーーププンンソソーーススにに貢貢献献すするるたためめにに割割りり当当ててたた
時時間間とと労労力力（（11つつ選選択択ししててくくだだささいい））
※※OOSSPPOO//ビビジジブブルル  リリーーダダーーととそそれれ以以外外ののデデーータタ

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q20 X Q9, SAMPLE SIZE = 203

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q24 X Q9, SAMPLE SIZE = 198

図 31
OSPOの有無別： 
オープンソース プロジェクトへの貢献に関する組織の方針

図32
OSPOの有無別： 
組織が従業員にオープンソースへの貢献のために 
割り当てる時間
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これらの結果は、ポリシーの推進とそのポリシーの企業内での実装を担当
するグループを確立することの重要性を示しています。また、OSPO の確
立は始まりに過ぎず、これらのグループは成功につながるような方法で構
造化され、サポートされ、資金が提供される必要があることを理解するこ
とも重要です。

ある銀行のオープンソース リーダーは次のように述べています。「OSPOは、
組織全体にわたって影響力と大使の地位を通じて活動する傾向がありま
す。私たちには、法務、リスク管理、エンタープライズ アーキテクチャ、
セキュリティ チーム、資産管理、エグゼクティブ レベル、およびエンジニ
アからの代表者がいて、全員が参加しています。それぞれが、自分の業務
分野に直接影響を与える決定に関与しています。」26

リー ダーシップは微 妙な差がある

最後に、回答者の組織の中で誰がオープンソースに影響を与えているかを
見てみましょう。図 33 は、テクノロジーの役割を持つ個人がビジネスの
役割を持つ個人よりも大きな影響力を持っていることを示しています。個
人、マネージャー、およびエグゼクティブは同じレベルの影響力を持って
います。これは、金融サービス組織がボトムアップとトップダウンの両方
の影響から利益を得ていることを示しています。技術者はより影響力があ
りますが、ほとんどの回答者はビジネス機能の影響も認識していることに
注意してください。オープンソースがその可能性を実現するためには、そ
の価値を認識し、促進するビジネス リーダーとテクノロジー リーダーの両
方が組織に存在することが不可欠です。

技技術術業業界界のの個個人人貢貢献献者者

 技技術術部部門門のの幹幹部部

 技技術術部部門門ののママネネーージジャャーー

 ビビジジネネスス部部門門ののエエググゼゼククテティィブブ

 ビビジジネネスス部部門門のの個個人人

 ビビジジネネスス部部門門ののママネネーージジャャーー

業業界界アアナナリリスストト企企業業

経経営営ココンンササルルテティィンンググ会会社社

28% 49%10%7%7%

27% 48%14%9%3%

37% 41%12%7%3%

30% 35%17%6%12%

27% 29%20%12%12%

31% 28%16%11%13%

27% 28%25%11%10%

31% 27%20%13%9%

ああななたたのの組組織織ににおおけけるるOOSSSSのの方方向向性性ににつついいてて、、ああななたたははどどのの程程度度賛賛成成//反反対対でですすかか？？

強強くく反反対対  やややや反反対対 どどちちららででももなないい やややや同同意意 強強くく同同意意
2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q11, SAMPLE SIZE = 224-243, DKNS EXCLUDED 

CONTINUED ON PAGE 40 

図 33

組織におけるオープンソースの方向性に影響力を持つ個人
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彼らのコメント
金融サービス業界のリーダーが直面する課題
私たちのインタビューでは、オープンソース リーダーが金融サービス組織内で直面す
る課題の例を数多く耳にしました。次に、一般的な課題を示すいくつかの例を示しま
す。

文化の違いやサイロをナビゲートするのは困難 
組織のオープンソースに近いある人物は、彼らの最大の課題の 1 つは、惰性、サイロ、
チーム間のコラボレーションに対処するという文化的なものだと説明しました。彼は、
組織内のさまざまなグループや部門にわたってポリシーを標準化し、形式化すること
は非常に困難であると指摘しました。

オープンソースの利害関係者は、リソースをめぐって競合する 
さまざまな優先順位を持っている可能性がある

「投資意欲はビジネス機能によって異なる場合があり、実際のマネージン
グ ディレクターに大きく依存することがあります。例えば、商業投資銀行
では、Rosetta のようなオープンソース プロジェクトがコードによる規制
に革命を起こすことができるため、非常に重要であると見られています。
しかし、リテール バンキングに焦点を当てたプロジェクトに投資すること
にはそれほど関心がありません。」27 

私たちが話をしたある銀行では、オープンソースの利用に関連するイニシアチブの利
害関係者は、CTO からの重要なトップダウン サポートを受けて、管理委員会まで行
きます。しかし、同じ組織では、利害関係者は別の部門での貢献作業に焦点を当て
ており、同じレベルのシニア サポートの恩恵を受けていません。

「オープンソース ポリシーを定義し、それに対応するプラクティスを実装す
る上での課題の 1 つは、許容可能なリスク レベルに関するさまざまな見解
に起因します。脆弱性を 0 にすることは非常に困難であるため、リスクを
判断する際には、脆弱性の潜在的な影響を考慮することが重要です。この
レベルで達成できるポリシーに上級管理者が同意することも同様に重要で
す。」28

ボトムアップとトップダウンの両方のリーダーシップが価値を付加

ボトムアップとトップダウンのサポートは重要です。あるインタビュアーによると：

「当社のCTO(最高技術責任者)とVP(副社長)は、トップダウンのアプロー
チを使用して新興テクノロジーを促進することに熱心ですが、開発者アンバ
サダーとも協力しています。これにより、トップダウンの連携が強化されま
す。これにより、私とOSPOは、私たちの業務がコアビジネスに組み込まれ
るようにできます。OSPOの仕事がビジネスと連携することであることは明
らかです。」29

別のインタビュー対象者は、ボトムアップのアプローチについて次のように述べています。

「貢献に関して言えば、それは間違いなくボトムアップの後押しです。私た
ちには、オープンソースへの貢献を本当に信じ、それを推進してきたエンジ
ニアがいます。」30

39

「オープンソース ポリシーを定義し、それ
に対応するプラクティスを実装する上での課
題の1つは、許容可能なリスク レベルに関
するさまざまな見解に起因します。脆弱性を
0にすることは非常に困難であるため、リ
スクを判断する際には、脆弱性の潜在的な影
響を考慮することが重要です。このレベルで
達成できるポリシーに上級管理者が同意する
ことも同様に重要です。」
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オポチュニティ
調査の最後のセクションでは、回答者に対して、オープンソースが金融サー
ビスにもたらす最大の機会を特定するよう求めました。このセクションで
は、次のことを報告します。

•	 オープンソースは業界の将来にとって価値があるという点で、圧倒的な
意見の一致が見られる。

•	 コラボレーションを増やすことで、オープンソースのポリシー、プロセス、
ツールが改善される可能性がある。

•	 業界がオープンソースから利益を得ることができる主な分野には、デジ
タル アイデンティティ、共通ワークフロー、イノベーションなどがある。

•	「AI、ML、データおよび分析」は、金融サービスの将来にとって最も価
値のある技術であった。

私たちは、利用と貢献の両方に関する取り組みが昨年増加したことを示し、
すべての指標はこの傾向が続いていることを示しています。組織がオープ

ンソースの価値を理解し続けるにつれて、技術の戦略的重要性を再構築す
る機会があります。

既存のポリシーとプロセスを改善する機会もあります。あるシニア リーダー
が指摘したように、「外部ライブラリで使用しているのと同じセキュリティ 
スキャン ワークフローにプラグインできるツールがあれば、公開前にオー
プンソースにするコードにセキュリティ コントロールを適用できるようにな
り、企業の貢献に関する懸念に対処する上で大いに役立つでしょう。」32 企
業はまた、ポリシー、特に何年も前に作成された可能性のあるポリシーは、
継続的な更新が必要であることを理解する必要があります。テクノロジー
が進化するにつれて、組織は新しいオーディエンス、自動化の向上、およ
びオープンソース ポリシーが最初に作成された時点ではおそらく存在しな
かったレンズを通して現在を見ることができるようになります。.
.
ある銀行のオープンソースに近いあるリーダーは、ツールの変更を処理で
きるプロセスの実装に重点を置いていると説明しました。ツールは変更さ
れる可能性が高いが、プロセスは長期にわたって存続する傾向があるため、

65%22%8%2%4%

オオーーププンンソソーーススがが金金融融ササーービビスス業業界界のの将将来来ににととっってて価価値値ががああるるここととにに、、どどのの程程度度同同意意ししまますすかか？？（（11つつ選選択択ししててくくだだささいい））

強強くく反反対対  やややや反反対対 どどちちららででももなないい やややや同同意意 強強くく同同意意

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q35, SAMPLE SIZE = 189, DKNS EXCLUDED 

FIGURE 34
Open source is valuable to the future of the financial services industry
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ツールの変更を処理できるプロセスの実装に重点を置いています。ここに
は、ポリシー、プロセス、およびツールの課題に対処するための、より実
質的な業界コラボレーションの真の機会があります。

以下の図 35 は、金融サービス業界内でオープン ソースを適用できる場所
と適用する必要がある場所に関して、業界の単一の側面について強いコン
センサスが得られていないことを示しています。 このように大規模で複雑
な業界では、幅広い機会が期待されます。

デデジジタタルルIIDD
  

共共通通ワワーーククフフロローー((  金金融融ササーービビスス固固有有))

イイノノベベーーシショョンン

業業界界標標準準

業業界界横横断断的的ななココララボボレレーーシショョンン

運運用用ココスストトのの削削減減

生生産産性性のの向向上上

デデーータタのの共共有有//オオーーププンンデデーータタ

製製品品開開発発ココスストトのの削削減減

法法規規制制のの遵遵守守

シシスステテムムのの相相互互運運用用

リリススククママネネジジメメンントト

透透明明性性

RRPPAA（（ロロボボテティィッックク  ププロロセセスス  オオーートトメメーーシショョンン））

  ユユーーザザーー  エエククススペペリリエエンンスス

  そそのの他他（（具具体体的的にに記記入入））

知知ららなないい、、ままたたはは不不明明

31%

28%

27%

25%

22%

19%

18%

17%

16%

16%

16%

14%

12%

6%

5%

1%

5%

金金融融ササーービビススののどどのの側側面面ががオオーーププンンソソーーススかからら最最もも恩恩恵恵をを受受けけるるででししょょううかか？？((最最大大33つつ選選択択))

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY,  
Q38, SAMPLE SIZE = 196, VALID CASES = 196, TOTAL MENTIONS = 539

図 35
金融サービス業界の多くの側面が、オープンソースの関与から恩恵を受ける
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金融サービスの将来にとって価値があると回答した技術に関して、図 36 は
「AI、ML、データおよび分析」が 2021 年の 3 位から 1 位に上昇したこと

を示している。サイバーセキュリティは、今年の調査では 2 位の技術であり、
注意と投資の両方が必要な分野として重要であることを示している。

ある個人は、全体的な進展を引き出す可能性のある重点分野を次のように
強調しました。「金融サービスにおけるオープンソースのベストプラクティス
がどのようなものであるかについて規制当局と合意する機会があれば、こ
れは業界全体の利益を引き出すのに役立つ可能性があります。33」

AAII、、MMLL、、デデーータタ&&アアナナリリテティィククスス

ササイイババーーセセキキュュリリテティィ

BBlloocckkcchhaaiinn//分分散散型型台台帳帳技技術術((DDLLTT))

ククララウウドド

WWeebb&&アアププリリ開開発発

CCII//CCDD

DDeevvOOppss  

LLiinnuuxx  カカーーネネルル

オオーーププンン  ハハーードドウウェェアア

拡拡張張//仮仮想想現現実実

IIooTT&&組組みみ込込みみ

ネネッットトワワーークク&&エエッッジジ

スストトレレーージジ

知知ららなないいままたたはは不不明明
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金金融融ササーービビススのの将将来来ににととっってて、、どどののオオーーププンンソソーースス技技術術がが最最もも価価値値ががああるるとと思思いいまますすかか??  ((最最大大33つつ選選択択))

2022 FINOS STATE OF OSS IN FINANCIAL SERVICES SURVEY, Q37, SAMPLE SIZE = 196, VALID CASES = 196, TOTAL MENTIONS = 519

図 36
金融サービスの将来にとって価値があると認識されているオープンソースの分野
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結論と実用的な洞察

オープンソースへの関心が高まることで 
セキュリティが向上
金融サービス業界は、大小を問わず、幅広い機関にわたってオープンソースへ
の関与を増やしていることは間違いありませんが、他の業界には依然として
遅れをとっています。この前向きな傾向は、このレポートのデータや、ISDA（
デリバティブに焦点を当てた定評のある業界標準化団体）がCommon Data 
Model (CDM) をオープンソース化することを発表したなどの最近の業界活動
によって裏付けられているように、勇気づけられるものです。このレポートで説
明されているように、業界はオープンソースの大規模な利用者であり、オープ
ンソース セキュリティは業界全体で高い関心と精査を受けているため、金融
サービス組織が予算を増やし、利用と貢献の両方のためのポリシーと実装プ
ロセスの確立に焦点を当てる適切な時期です。ある業界の専門家は、金融サ
ービスは許可される内容が非常に制限される傾向があり、これは業界の性質
に固有のものであると説明しました。差し迫った問題が発生するのは時間の
問題であり、組織は必要とされる修正に貢献できないことに気づきます。  

以下は、業界が取ることのできる行動です。

•	 オープンソースへの理解を深めるために、OpenSSFなどの財団とのパート
ナーシップを通じて業界横断的なコラボレーションに参加する。

•	 業界のオープンソース コラボレーションをサポートすることに集中するた
めに、より多くの規制当局(一部はすでに進歩している)に要請し、組織内
にグループを設立して、これだけに集中する。

•	 業界内で最も一般的に使用されているオープンソース ライブラリを特定
し、それらのライブラリへの貢献を可能にすることに焦点を当てる。 

「オープンソースの利用を理解することは、 
貢献に関する会話を促進します。」34

オープンソースの価値提案と道徳的要請に焦点を当て
る
GitHub へのコミット数の増加や、独自のコードをオープンソース化する金
融機関の数の増加など、報告書で共有されている統計は、金融サービス
におけるオープンソース コミュニティの成長を指し示しています。金融サー
ビスにおけるオープンソースに特化したカンファレンスへの参加者が2倍に
なったこと、FINOS の会員数が大幅に増加したこと、FINOSが主催する
金融サービス特有のオープンソース プロジェクトのダウンロード数が前年
比で非常に増加したことなど、コミュニティの成長を裏付ける証拠も得ら
れています。今年筆者たちが感じたもうひとつの特徴は、オープンソース
に貢献するという道徳的義務が、例年よりもはるかに強く意識されている
ことです。オープンソースを大量に利用している場合、そこに貢献する責
任があるのは間違いないでしょう。他の人が暇つぶしにやるだけではない
のです」35 といった発言が、はるかに多く見受けられました。しかし、まだ
やるべきことがないということではありません。

金融サービスのオープンソース コミュニティを構築し続けるために、いくつ
かの提案があります。

•	 OSPO を持つ (または OSPO の設立を検討している) 金融機関は、高
度に規制されたコミュニティが貢献に関して直面する課題を解決するこ
とを目的とした共同作業（ツールやワークフローを含む）に参加するた
めに、1つ以上のリソースをコミットする。

•	 オープンソースに新規参入する組織は、組織内でオープンソースの支持
者となる個人を1 人以上特定し、オープンソース コミュニティ活動に参
加するための時間を割り当てる。

https://www.isda.org/2022/09/08/isda-icma-and-isla-appoint-finos-for-cdm-repository/
https://www.isda.org/2022/09/08/isda-icma-and-isla-appoint-finos-for-cdm-repository/
https://openssf.org/
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•	 オープンソースやコラボレーションに興味のある人は、自分が興味のあ
るトピックに取り組むオープンソース コミュニティを見つけることに時間
を割く。

多くの組織が大きく前進しているが 
さらに多くの組織が彼らに続く必要がある
金融サービス組織が利用と貢献の両方をよりオープンにサポートし、組織
内の個人がオープンソース活動に参加するためにより多くの時間を割り当
て、人材確保と維持のためのオープンソースの価値を認識していることは、
非常に心強いことです。OSPO の数の増加と組織内のオープンソースに対
する肯定的な感情は、構築するための優れた基盤です。他の業界のオープ
ンソースの成熟に到達するためには、対処すべき課題と長い道のりがまだ
ありますが、これらを解決するために正しいステップを取る組織が増えて
います。

調査結果に基づいて、私たちは組織に次のことを提案します。

•	 上級の目に見えるリーダーシップを持つ OSPO を設立し、利用と貢献
に関する明確なポリシーを策定する。

•	 オープンソース ポリシーの認識を広く一貫して促進する。オープンソース
が組織の文化に組み込まれるまで、ポリシーに関するトレーニングを義
務付けることを検討する。

•	 オープンソース、ライセンス管理、コミュニティ構築などのベストプラク
ティスに関する教育を提供する（この教育を提供していない組織の従業
員は提供を依頼する）。

•	 オープンソースの経験や成功事例を共有するための社内横断フォーラム
を設置し、サイロの解消と人材の確保を支援する。

明らかに、金融サービス業界には、オープンソースの価値を最大限に実現
するための多くの作業が残されています。共有された利益を創出するため
の業界の競合他社間のコラボレーションには、時間、専用リソース、リー
ダーシップ ビジョン、およびオープンソース イノベーションに適した文化環
境が必要です。強力な基盤は存在しますが、金融サービスにおけるオープ
ンソースはごく初期のものです。この真実は、おそらくある業界リーダーの
言葉で最もよく捉えられています。彼は次のように述べています。「金融サー
ビス業界の私たちがオープンソース プロジェクト コミュニティの仲間と協
力する方法は、私たちがまだ開発する時間が必要な力です。」36
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方法論 
この調査レポートは、調査データ、業界データ、および一
連の定性的なインタビューから得られた洞察を利用してい
ます。オープンソース技術、コミュニティ、および課題に精
通した上級 ITリーダーが招待され、彼らの洞察を共有し
ました。

詳細なインタビュー
インタビューは録音され、記録が作成されました。その記
録は厳格に管理され、本報告書の目的のためにのみ使用
されました。録音が許可されない場合は、詳細なメモが取
られました。インタビュー完了のため質問は電子メールでも
共有されました。指名された個人および /またはその組織
によって引用が明示的に承認されない限り、情報源は匿名
化されました。.

アンケートについて
2022 年 7月12日から9月21日にかけて、FINOSとその
研究パートナーは、金融サービス業界内の(または金融サー
ビス業界にサービスを提供している) 有資格者を対象に、
組織的なオープンソースの消費、貢献、機会、課題に関す
るさまざまな質問についての世界的な調査を実施しました。

この定量的な調査は、開発者、ITリーダー、経営幹部、
セキュリティ、法務、調達、人材など、オープンソースと金
融機関の接点にある主要な利害関係者を関与させるように
設計されています。これは、Linux FoundationとFINOS
によって実施された以前の作業の抽出とベンチマークと組
み合わされました。この調査は、研究パートナーのソーシャ

ル メディア チャネル、Webサイト、ニュースレター、およ
びダイレクトメール キャンペーンを通じて配布、宣伝されま
した。調査サンプルには、第三者パネルプロバイダからの
適格な回答も含まれていました。

2021年の調査とこの2022 年の調査のデータは、data.
world で公開されています。昨年と同様に、この2022 年
の調査は主にエンドユーザー組織とフィンテック ベンダー
の両方に焦点を当てています。エンドユーザー組織は主に
IT 製品とサービスの消費者であるのに対して、フィンテッ
ク ベンダーは主に IT 製品とサービスの生産者である。可
能な限り、2021年と 2002 年の質問を比較しています。

チャート内のパーセント値は、四捨五入のために合計が
100% にならない場合があります。

スクリーニング基準
2022 年の調査で分析された適格なサンプル サイズは 249
でした。このサンプル サイズは、次のようなさまざまなス
クリーニングおよびフィルター基準に合格した回答者を反
映しています。

•	 回答者は、実在の人物であることを自認している。

•	 回答者はフルタイムまたはパートタイムで雇用されてい
る。

•	 回答者は、金融サービス業界または金融サービスに焦点
を当てた技術 (すなわち、フィンテック )を開発する企
業に雇用されている。

.

.

•	 回答者は、オープンソースに対する組織のアプローチに、
ある程度精通しているか、非常に精通しているか、また
は非常に精通している。

•	 回答者は、スクリーニングおよび人口統計学的質問の後、
最初の内容質問に回答している。

このサンプル サイズの誤差範囲 (N=249) は、90% の信頼
度で± 5.2%です。

前年同期との比較
2021年と 2022 年に収集されたデータの比較は、質問と
回答のデザインが許す限り行われました。回答者は調査の
ほぼすべての質問に回答しなければならなかったため、回
答者が自分の職務や経験の範囲外であるために回答でき
ない場合があります。このため、回答者には「知らない、
または不明」(DKNS)という回答が提示されました。質問
に対するDKNS の回答の割合は、残りの回答の割合値に
影響します。一般的に、各質問に対する有効な回答として、
DKNSと回答した回答者の割合を提示します。

1つの例外は、前年との比較を行う場合です。前年との比
較では、質問間のDKNS の応答の割合に差があるため、
比較結果に偏りが生じます。したがって、前年との比較を
行う場合は、DKNS の応答を除外して割合を再計算し、残
りの割合の値を比較するための正規化された基準を作成し
ます。

https://data.world/thelinuxfoundation
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